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田原市にオリンピックサーフィンを！
地域活動にご協力ください
つくろう！渥美半島の元気

たはらトピックス
市民のひろば

地域の話題・市民活動だより
スクールリポート

たはらフォトニュース
おしらせ

連載コーナー

2
4
6
8
14
16
17
18
20
34



東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
２
０
２
０
年
）

追
加
競
技
の
５
つ
の
候
補
に
、サ
ー

フ
ィ
ン
競
技
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
大
会
が
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
、
年
間
を
通
じ
て
サ
ー

フ
ィ
ン
に
適
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
田

原
市
。

　

こ
の
好
条
件
を
十
分
に
生
か
し
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
地
方
か
ら
盛
り
上
げ
る

た
め
に
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
会
場
を
田
原
市

に
誘
致
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
９
日
（
土
）
に
は
、
赤
羽
根
文
化

会
館
で
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

赤
羽
根
地
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

サ
ー
フ
ィ
ン
関
係
者
２
６
０
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
市
か
ら
こ
れ
ま
で
の
誘
致
活
動

の
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
、
誘
致
活
動
の
一
環
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
制
作
し
た
Ｐ

Ｒ
動
画
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致
の
実
現
に
向
け

て
、
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
こ
う
と

決
意
し
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

▪
こ
れ
ま
で
の
経
過

◦
愛
知
県
知
事
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
誘
致
要
望（
平
成

27
年
12
月
18
日
）

◦
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致
の
要
望
の
た

め
東
京
へ（
平
成
27
年
12
月
22
日
）

◦
市
議
会
で
、サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘

致
活
動
に
関
す
る
補
正
予
算
可
決

（
平
成
28
年
1
月
19
日
）

◦
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致
要
望
の
た
め

東
京
へ（
1
月
26
日
）

◦
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致
要
望
の
た
め

東
京
へ（
２
月
22
日
）

◦
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致
要
望
の
た
め

東
京
へ（
４
月
５
日
）

◦
赤
羽
根
文
化
会
館
に
て
、「
サ
ー
フ
ィ

ン
競
技
会
場
を
田
原
市
へ
！
決
起

集
会
」開
催（
４
月
９
日
）

※
誘
致
要
望
は
、市
長
は
じ
め
関
係
者
が

行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
Ｈ
Ｐ
で
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
誘
致

活
動
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

１
０
０
３
５
３
７

　

◦決起集会の最後に「頑張るぞ」と三唱する参加者

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

サ
ー
フ
ィ
ン
を！

田
原
市
に

サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
を！
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今
後
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
や（
一
社
）

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
な
ど
を
定
期
的
に
訪

問
し
ま
す
。

　

自
転
車
競
技
に
お
い
て
選
手
村
の
分
村

開
催
が
決
定
し
て
い
る
伊
東
市
の
よ
う
に
、

田
原
市
も
サ
ー
フ
ィ
ン
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り・
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
東
京
だ
け

で
は
な
く
、
地
方
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

（左から）伊藤さん、鈴木さん、柴
田さん（若戸校区・赤羽根校区・
高松コミュニティ協議会長）

赤羽根の海で世界の皆さ
んをお待ちしております！

めいちゃんとお母さん

オリンピックが田原市で開
催されたら夢みたい。

こんちゃん

子どもたちに世界のサー
フィンを間近で見せたい！

長坂さん

全国の皆さんに田原の太
陽の輝きを見に来てほしい
ですね。

（左から）りょうやさん、謙吾さん

世界一のサーフィンをこの
海で見たい！！

まちの応援団！
田原の海を愛する皆

さ

んから応援メッセージ
を

いただきました。

▪
田
原
市
の
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想

【
交
流
人
口
拡
大
】
観
光
事
業
と
連

動
し
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
で
訪
れ
る

人
の
増
加
。

【
定
住
・
移
住
促
進
】
住
む
・
働
く

場
所
の
確
保
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
活
力
向
上
。

【
経
済
効
果
】
飲
食・宿
泊
業
の
発
展
、

地
域
消
費
の
拡
大
。
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田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

す
べ
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
と

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
へ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

     

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木　
博

吉
胡
区
自
治
会	

	

内
藤
宏
一

木
綿
台
区
自
治
会	

	

廣
田
誠
一

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

岡
田
律
雄

浦
区
自
治
会	

	

鈴
木　
榮

西
浦
区	

	
	

柿
原
昭
二

波
瀬
区	

	
	

向
坂
正
次

姫
見
台
自
治
会	

	

寺
部
次
郎

片
浜
自
治
会	

	

小
林
光
夫

白
谷
区	

	
	

藤
城
博
司

光
崎
区	

	
	

上
村
誠
二

片
西
自
治
会	

	

林　
貴
幸

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
潤
二

巴
江
町
内
会	

	

藤
代
善
之

一
番
東	

	
	

河
邉
曉
雄

一
番
西	

	
	

永
田
雄
次

三
番
組	

	
	

近
藤
治
夫

四
番
組
東	

	

宮
地　
洋

四
番
組
西	

	

近
藤
啓
二
郎

四
番
組
南	

	

古
谷
野
行
雄

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

神
田
正
博

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

山
下
芳
宏

萱
町
町
内
会	

	

福
井
幹
良

萱
町
一
区	

	

福
井
幹
良

萱
町
二
区	

	

渥
美　
修

萱
町
三
区	

	

加
藤
幸
二

本
町
自
治
会	

	

加
子　
勉

新
町
町
内
会	

	

杉
浦　
拡

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
城
正
孝

加
治
区
自
治
会	

	

八
木　
稔

衣
笠
町
内
会	

	

川
澄
一
夫

八
軒
家
町
内
会	

	

渡
邊
信
義

藤
七
原
町
内
会	

	

金
田
二
彦

鎌
田
町
内
会	

	

樋
口
雄
士

東
滝
頭
地
区	

	

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会	

	

河
合
和
久

地
域
活
動
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦会長
村上　誠
（田原東部）

◦副会長
宮川敏彦
（福江）

◦副会長兼会計
鈴木　昇
（赤羽根）

田原市
地域コミュニティ連合会

連 合 会 長
コミュニティ
協 議 会 長
自 治 会 長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

西
山 

正
一

長
上
区	

	
	

渡
辺
典
宏

久
美
原
区	
	

鈴
木
信
之

浜
田
区	

	
	

渡
邊
雅
己

百
々
区	
	

	

佐
藤
雅
信

新
浜
自
治
会	

	

安
田
一
正

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

牧
野
京
史

川
岸
町
内
会	

	

金
子
公
生

漆
田
一
区	

	

尾
島
章
廣

漆
田
二
区
自
治
会	

	

寺
田
勝
之

漆
田
三
区
自
治
会	

	

田
中
建
三

東
赤
石
自
治
会	

	

矢
部
竜
二

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

河
合
三
洋

市
場
区	

	
	

齋
竹
洋
實

青
津
区	

	
	

細
井
春
夫

希
望
が
丘
自
治
会	

	

安
達
賢
次
郎

赤
松
区	

	
	

大
谷
吉
幸

志
田
区	

	
	

仲
谷　
亮

新
美
区	

	
	

伊
藤
義
博

南
町
区	

	
	

鈴
木
利
昌

谷
ノ
口
区	

	

廣
中　
猛

東
ヶ
谷
区	

	

大
羽
哲
治

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

寺
田
幸
弘

大
草
地
区	

	

大
羽
啓
一
郎

大
草
団
地
地
区	

	

太
田
義
治

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

村
上　
誠

相
川
自
治
会	

	

鈴
木
俊
夫

谷
熊
自
治
会	

	

安
田
文
広

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

太
田
正
弘

豊
島
自
治
会	

	

田
中
敏
和

御
殿
山
自
治
会	

	

天
白
久
嗣

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
場
善
幸

大
久
保
区
自
治
会	

	

冨
田
雅
則
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消防団長
今泉 隆一

消防副団長
榊原 源一

消防副団長
宮本 智弘

消防副団長
杉原 正仁

地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
鈴木 辰也

◦副団長
大河 寿文

◦副団長
近藤 之彦

◦副団長
土井 文好

◦東部分団 分団長 白井裕大
副分団長 渡邊洋平

◦神戸分団 分団長 河邉泰成
副分団長 大和立幸

◦南部分団 分団長 長神行訓
副分団長 鈴木大達

◦野田分団 分団長 杉浦慎哉
副分団長 河合雅俊

◦中部分団 分団長 安田尚高
副分団長 今泉太嗣

◦童浦分団 分団長 福井邦英
副分団長 立岩祐太郎

◦赤羽根分団
分団長 藤目裕也
副分団長 岸上株久
副分団長 伊藤辰典

◦泉分団 分団長 渡邉俊一
副分団長 鈴木公二

◦福江分団

分団長 井本　豪
副分団長 髙橋大輔
副分団長 惣卜恭介
副分団長 小川祐輝

◦伊良湖岬分団
分団長 太田朋成
副分団長 渡会裕也
副分団長 粕谷洋介

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
凞
人

芦
自
治
会	

	

伊
奈
雅
人

南	
	

	

高
橋
洋
長

彦
田	

	
	

河
合
正
明

雲
明	

	
	

岡
田
一
彦

保
井	

	
	

渡
邉
泰
克

東
馬
草	

	
	

河
合
眞
人

山
ノ
神	

	
	

富
田
敏
嗣

西
馬
草	

	
	

林　
健
男

今
方	

	
	

内
柴
良
弘

北
海
道	

	
	

林　
　
司

市
場	

	
	

河
合
良
雄

仁
崎	

	
	

伊
藤
鉱
一

ほ
る
と
台	

	

間
瀬
一
孝

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

柴
田
陽
助

高
松
区	

	
	

柴
田
陽
助

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木　
昇

赤
東
区	

	
	

中
神
朗
典

赤
中
区	

	
	

彦
坂
辰
夫

赤
西
区	

	
	

鈴
木
利
典

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

伊
藤
茂
紀

池
尻
区	

	
	

杉
原
善
治

若
見
区	

	
	

伊
藤
可
人

越
戸
区	

	
	

鈴
木
清
治

◆
和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
哲
志

和
地
一
色
自
治
会	
	

磯
貝
長
信

和
地
自
治
会	
	

河
合
善
敬

土
田
自
治
会	

	

河
合
雅
之
助

◆
堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

牛
田
久
美
夫

堀
切
自
治
会	

	

野
村　
晃

小
塩
津
自
治
会	

	

坂
口
厚
利

◆
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
晴
樹

伊
良
湖
自
治
会	

	

山
本　
健

日
出
自
治
会	

	

齋
藤
良
哲

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

真
野
多
正

亀
山
自
治
会	

	

井
本
安
生

西
山
自
治
会	

	

恒
川
満
男

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
川
道
夫

中
山
自
治
会	

	

井
垣
伊
佐
雄

小
中
山
自
治
会	

	

大
岡
定
夫

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

宮
川
敏
彦

長
沢
自
治
会	
	

山
本
美
智
夫

福
江
自
治
会	
	

鬼
頭
滋
可

保
美
自
治
会	

	

山
本
常
夫

向
山
自
治
会	

	

坂
本　
学

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木
正
三

山
田
自
治
会	

	
田
中
新
一
郎

高
木
自
治
会	

	
木
村
美
二

折
立
自
治
会	

	
杉
浦
明
彦

古
田
自
治
会	

	

鈴
木
義
治

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
内
敏
久

宇
津
江
自
治
会	

	

鈴
木
保
博

江
比
間
自
治
会	

	

伊
藤
公
夫

八
王
子
自
治
会	

	

渡
辺
直
樹

村
松
自
治
会	

	

髙
平
哲
夫

馬
伏
自
治
会	

	

山
田
友
行

伊
川
津
自
治
会	

	

檀
林
清
和

石
神
自
治
会	

	

鈴
木
福
治

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

内
山
正
弘

（敬称略）

地域活動に、ご協力ください。
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田原市人口ビジョン/田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略
田原市では、人口減少と少子高齢化に対応し、将来にわたって持続可能で自
立した地域づくりを進めるため、「田原市人口ビジョン」「田原市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」を策定しました。今回は、この内容についてご紹介します。
▶人口増企画室☎23-３７２８

「人口減少」に歯止めをかける必要があります

■田原市における人口の将来展望（田原市人口ビジョン）

★このまま何もしないと・・・・・？
　２040年には現在の約63,000人から約50,000人に減少すると予測されます
　人口が減少すると、次のような問題が発生します
　◦働き手が減少し、地域経済の縮小につながります
　◦子どもが減少し、学校の小規模化が進みます
　◦高齢者が増加し、医療や介護の需要が増加します
　◦商業施設などの撤退が懸念されます

★社会基盤、地域の活力維持のために
　2040年に人口60,000人以上を確保
　◦若い世代の希望を実現し、合計特殊出生率を2.07（現在1.66）に向上
　◦田原市への人の流れをつくり、転出入の均衡を図る

田原市人口ビジョン

1003057

人口減少に立ち向かい
渥美半島の元気を創出します

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

64,119人 62,197人 60,241人 58,107人 55,909人 53,546人 50,885人

64,119人 64,123人 64,162人 63,374人 62,647人 61,384人 60,157人

社人研※推計準拠

田原市の将来人口（展望）

田原市の将来人口（展望）

社人研※推計準拠

9,272人増

※国立社会保障・人口問題研究所

（人）
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地域において
安定した雇用を創出

（雇用の創出・就労促進）

○農業、製造業が盛んである
➡販路拡大、消費拡大による農畜水産業の強化
➡農業・漁業の担い手の確保、高度な産業人材の育成
➡臨海工業地帯などに積極的な企業誘致

◇大学で学んだ技術や知識を生かす場所が少ない

◇多様な職種がある雇用環境を希望している
➡地元の商工会・金融機関などとともに「創業」を

きめ細やかに支援

このほか「地域が一体とな
り観光戦略を展開」など

人口の流出を防止し、
移住を促進

（定住・移住促進）

◇家や土地を購入したいが、資金不足である
➡住宅取得に対して新たな支援制度を創設するこ

とで、田原市内に住み続けたい若者・子育て世
代を応援

○サーフィンに対しての知名度や誘引力が高い
➡サーフタウン構想（交流人口を拡大し、地域活

性化を図り、サーファーの
移住を進める）を実現

このほか「空き家の有効活用」
「ふるさと学習」など

切れ目のない子育て支援で
若者の希望を実現

（若い世代の結婚・出産・子育ての希望実現）

◇臨海部で働く独身の方の多くは、結婚を望んでいる
➡市内事業所が協力し、多様な職種で婚活イベン

トを開催
➡田原市でできる趣味や暮らし方を紹介

◇夫婦共働きができる職場環境を希望している
➡働きながら子育てしやすい環境を整備
➡ニーズに応じた休日保育

を提供

このほか「産婦人科や小児科を
はじめとする医師確保」など

「安心して住める」
「住んで楽しい」まちづくり　
（地域の魅力・住み良さの向上）

◇田原市をもっと市内外へアピールする必要がある
➡首都圏におけるシティセールスを一層推進
➡東京オリンピック・パラリンピックにおけるサー

フィン会場やサーフィン世界大会などの誘致

○田原市だけでは解決できない困難な課題がある
➡広域連携による持続可能な地域づくり

このほか「市街地の活性化」「幹
線道路へのアクセス向上」「健
康寿命の延伸、医療費・介護費
の抑制」など

将来人口の実現を目指し、課題の分析から「田原市の強み」を生かすと
ともに、「田原市の弱み」を克服するため、平成27年度から平成31年度
の5カ年で行政・市民・地域・団体・事業者などが一体となって、次のこと
に取り組みます。

○…改定版第1次田原市総合計画・田原市人口ビジョンによる田原市の強み・弱み
◇…平成27年度に実施したまち・ひと・しごと創生アンケート調査から導き出された課題など
➡…戦略などの主な内容

田原市人口ビジョンの実現のために、基本方針や具体的な取り組みを策定
田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略

田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略

１ 2

43
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ふ
る
さ
と
納
税
は
、生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
な
ど
の
自
治
体
へ
寄
付
を

行
っ
た
場
合
、確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
・
個
人
の
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

こ
れ
は
、「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た

い
」「
大
好
き
な
ま
ち
を
応
援
し
た
い
」と

い
っ
た
気
持
ち
を
形
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、田
原
市
ふ
る
さ
と
納
税
の

内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▪
主
な
変
更
内
容

◦
ふ
る
さ
と
納
税

の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
さ
と
ふ

る
」に
田
原
市

コ
ー
ナ
ー
を
開

設
◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

利
用
に
よ
り
手
続
き
を
簡
素
化

◦「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」と
の
連

携
に
よ
る
返
礼
品
の
充
実

◦
寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
は
市
内
在
住
の

方
も
対
象
に

▪
ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
リ
ッ
ト

▪
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度　
　

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
給
与
所

得
者
な
ど
の
方
が
寄
付
を
行
う
際
に
、各
納

税
先
自
治
体
に
特
例
適
用
に
関
す
る
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、寄
附
金
控
除
を
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、ふ
る
さ
と
納
税
先
が
5
カ
所
以

内
の
方
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
控
除
な
ど
の
た
め
に
確
定
申
告
が
必

要
な
場
合
や
自
営
業
の
方
は
確
定
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

田
原
市
で
は
、地
域
経
済
の

発
展
と
田
原
市
の
知
名
度

向
上
の
た
め
、地
域
の
資
源
や
特

性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品
を

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」と

し
て
認
定
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、市
内
の

個
人
事
業
者
や
団
体
、法
人
な
ど

が
申
請
者
と
な
り
、市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
林
水
産
品
や
加
工
品
な

ど
の
産
品
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。申
請
さ
れ
た
産
品
は
、認
定
基

準
で
あ
る「
た
は
ら
ら
し
さ
」「
独

自
性
」「
市
場
性
」「
将
来
性
」の
適

合
の
可
否
や
、現
物
審
査
な
ど
に

よ
っ
て
認
定
を
受
け
ま
す
。

　
今
回
、86
件
の
応
募
が
あ
り
、審

査
を
通
過
し
た
60
件
の
産
品
が

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」と

し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
産
品
は
、市
Ｈ
Ｐ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
紹
介
す

る
ほ
か
、田
原
市
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
、地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
優
れ
た
地
域

産
品
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま

す
。

▼
商
工
観
光
課
☎
23‐３
５
２
２

田
原
市
ふ
る
さ
と
納
税
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

１
０
０
０
８
０
２

１
０
０
３
７
１
７

地
域
発
展
と
知
名
度
向
上
へ

「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
創
設

◦応援したい自治体へ直接寄付ができる
◦税金が控除される
　※年収や家族構成などにより控除額が異なります
◦寄付したお金の使い道が指定できる
◦返礼品が受け取れる

寄付される方

◦特産品のＰＲができる
◦知名度の向上が期待できる
◦地域産品や返礼品による産業の活性化
◦寄付金による歳入の増加

田 原 市

◦「さとふる」のＨＰ画面

◦審査の様子

▲認定書（サンプル）
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４
月
７
日
、田
原
市
内
の
中

学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。田
原
中
学
校
で
は
、３

月
31
日
に
69
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
閉
校
と
な
っ
た
野
田
中
学

校
の
生
徒
も
新
た
に
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。

　

野
田
中
学
校
の
閉
校
に
先
立

ち
、３
月
15
日
に「
閉
校
記
念
式

典
」や
校
区
主
催
の「
思
い
出
の

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
式
典
で
は
、生
徒

た
ち
が
学
校
の
思
い
出
な
ど
を

た
ど
り
な
が
ら
学
び
舎
に
感
謝

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
思
い
出
の
会
」で
は
、野
田
中

学
校
の
歴
史
が
写
真
で
展
示
さ
れ
、卒
業
生

な
ど
地
域
の
多
く
の
方
が
集
ま
り
、当
時
の

学
校
生
活
を
感
慨
深
そ
う
に
思
い
出
し
て

い
ま
し
た
。（
閉
校
記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、

17
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
４
月
６
日
に
田
原
中
学
校
で
行
わ
れ
た

「
野
田
中
学
校
統
合
歓
迎
の
会
」で
は
、校

長
先
生
か
ら
野
田
中
の
校
舎
や
校
訓
な
ど

の
紹
介
の
後
、野
田
中
学
校
代
表
の
加
藤

美み

の

り
乃
里
さ
ん
が「
行
事
、勉
強
、部
活
動
に

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

野
田
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、５
つ
の

小
学
校
か
ら
生
徒
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
田
原
中
学
校
は
、新
た
な
歴
史
を
刻
み

始
め
ま
し
た
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23‐３
５
３
０

～住みよいまちづくりを目指して～
地域活性化アドバイザーを派遣します

先進事例調査・研究事業の提案を
募集します

　自主的なまちづくり活動や地域産業の振興・活性
化に取り組むグループなどに対し、その活動の支援
を目的として「地域活性化アドバイザー」を派遣し
ます。みなさんぜひご活用ください。
※詳しくは市HPをご覧いただくかお問い合わせ
ください。

▷対象事業　　
・田原市総合計画の重点プロジェクトの推進に資する活動
・人口増加策に資する活動
・田原市のシティセールスに係る活動　ほか

▷派遣の回数　　
上限 2 回まで（同一団体が行う同一目的の事業）

▷申請手続き　
地域活性化アドバイザー派遣申請書（市 HP からダウ
ンロード可）を企画課へ提出

▷費用の負担　　
派遣に要する費用は市が負担（※予算の範囲内）

▶企画課☎ 23-3507 23-0669
　　　　　　　 

　市民と行政が共同で本市の課題解決に取り組む
「田原市先進事例調査・研究事業」の提案募集を行
います。
※詳しくは市ＨＰをご覧いただくかお問い合わせ
ください。

▷対象事業　　
定住・交流人口増加策や田原市総合計画の重点プロジェ
クトの推進につながる取り組みの立案など

▷対象経費　　
対象事業に係る旅費（市民 2 ～ 5 名のグループ／原則１
泊２日以内／上限 1 人当たり 4 万円　※予算の範囲内）

▷申請手続き　
田原市先進事例調査・研究事業申請書（市ＨＰからダ
ウンロード可）を企画課へ提出

▷募集期間　　
5 月 31 日（火）まで
※ 6 月上旬に審査・選考予定

▶企画課☎ 23-3507 23-0669
　　　　　　　 

田
原
中
学
校
に
野
田
中
学
校
が
統
合
し

新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
！

10020841002096

◦田原中学校生徒の皆さんの温かい歓迎を受ける野田中学校の生徒たち
（野田中学校統合歓迎の会）

広報たはら  平成28年5月│    │9

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ



田
原
市
で
は
、中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、関

係
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
田
原
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
を
策
定
し
、３
月
15
日
付
け
で
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、区
域
を
中
心
市
街
地

の
約
88　
ha
、計
画
期
間
を
平
成
28
年
４
月

か
ら
平
成
33
年
３
月
の
５
年
間
と
し
、花・

緑
・
歴
史
的
景
観
な
ど「
田
原
ら
し
さ
」を

感
じ
ら
れ
、歩
い
て
楽
し
い
活
気
あ
る
ま

ち
を
中
心
市
街
地
の
将
来
像
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け「
多
く

の
市
民
や
来
訪
者
で
賑に
ぎ

わ
う
ま
ち
づ
く

り
」「
住
み
た
く
な
る
、住
み
続
け
た
く
な

る
ま
ち
づ
く
り
」「
誰
も
が
活
躍
し
た
く
な

る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
方
針
と
し
、核
と

な
る
商
業
施
設
の
整
備
や
、ま
ち
な
か
へ

の
回
遊
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
最
大
の
魅
力
で
あ
る
花
や

緑
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
、地
域
固
有
の

伝
統
文
化
・
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を
生

か
し
た「
田
原
ら
し
さ
」を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

全
国
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
が
集

結
し
、熱
い
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
伊
良
湖
大
会
。

今
回
、30
周
年
を

迎
え
る
大
会
を
一

緒
に
な
っ
て
応
援

し
て
く
れ
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

▪
大
会
日
時

９
月
11
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
3
時

35
分（
予
定
）

▪
大
会
コ
ー
ス

伊
良
湖
岬
周
辺

▪
応
募
資
格

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
15
歳
以
上
の

方
▪
募
集
人
員

８
０
０
名

▪
活
動
日
時

９
月
11
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後
４
時

30
分
ご
ろ

※
活
動
内
容
や
場
所
に
よ
っ
て
活
動
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

▪
活
動
内
容

コ
ー
ス（
沿
道
）の
整
理
、エ
ー
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
な
ど

▪
支
給
物
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｔ
シ
ャ
ツ
、帽
子
、お
に

ぎ
り・お
茶

▪
募
集
期
間

6
月
17
日（
金
）ま
で（
必
着
）

▪
応
募
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー

ル
に
て（
申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
課
で

配
布
す
る
ほ
か
大
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

▪
そ
の
他

8
月
に
事
前
説
明
会
を
開
催
／
当
日
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

▪
主
催

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委

員
会

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

〒
４
４
１‐３
４
９
２（
住
所
不
要
）

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

sports@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認
定

１
０
０
３
６
０
８

２
０
１
６
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

１
０
０
３
６
９
６
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突
然
の
雨
。で
も
、傘
を
持
っ
て

な
く
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、自
由
に
利

用
で
き
る
リ
ユ
ー
ス
傘
の
貸
し
出
し

を
、田
原
市
と
豊
橋
鉄
道
㈱
、㈱
あ
つ

ま
る
タ
ウ
ン
田
原
が
連
携
し
て
始
め

ま
し
た
。

　

家
庭
で
不
用
と
な
り
、ご
み
と
し

て
排
出
さ
れ
た
傘
は
１
年
間
で
約

３
万
７
０
０
０
本
あ
り
ま
す
。こ
の
中
に

は
、ま
だ
使
用
で
き
る
も
の
が
あ
り
、こ
れ

ら
を
再
利
用
し
た
も
の
が
リ
ユ
ー
ス
傘
で

す
。

　

リ
ユ
ー
ス
傘
は
、三
河
田
原
駅
と
セ
ン

ト
フ
ァ
ー
レ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
み
の
削
減
と
リ
ユ
ー
ス
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
36‐６
８
８
２

※使用した傘はどちらへでも返
却できます

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
傘
の

貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
！

　　 市政ほーもん講座1

  市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出前講座「市
政ほーもん講座」でご紹介しています。市内の団体（地域組織・
市民団体・事業所など）を対象に、市役所の職員が皆さんのと
ころにお伺いし、お話します。研修会や勉強会などにぜひご利
用ください。

《申込方法》
◦対象＝おおむね10人以上の市内の団体（地域組織・事業所も可）
◦開催場所＝申込団体で用意
◦開催日時＝希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前９時～午

後10時）
◦講座内容＝申込書に掲載
◦申し込み＝開催希望日の20日前までに、申込書に必要事項

を記入のうえ、直接またはＦＡＸ・Ｅメールにて広報秘書課
へ提出

※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布のほか、
各校区の市民館にも設置しています。また、市HPからもダウンロード
できます。
▶広報秘書課
〒４４１－３４９２（住所不要）☎22‐0138  23‐1691

 koho@city.tahara.aichi.jp 

出前
講座田原市議会第２回定例会

                            を開催します
　本会議・委員会は、傍聴できます。本会議
の一般質問は、ティーズおよびインターネット
中継で見ることができます。

◦議会開催予定表◦

◎時間はいずれも午前10時から
　ただし※印は午後１時３０分から

▼田原市議会事務局
　☎２３‐３５33

月日 会議名 場所

6月　9日㊍ 本会議（議案説明、一部採決） 議場

6月 13日㊊ 本会議（一般質問） 議場

6月 14日㊋ 本会議（一般質問、質疑、委
員会付託） 議場

6月 16日㊍ 文教厚生委員会
※経済建設委員会

第 2
委員会室

6月 17日㊎ 総務委員会
※予算決算委員会

第 2
委員会室

6月 23日㊍ 本会議（委員長報告、委員長
報告に対する質疑、討論、採決） 議場

1001527

１
０
０
３
７
１
２

リユース傘の設置場所

●三河田原駅（交流ひろば内）

●セントファーレ（1F）
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地
域
資
源
や
新
た
な
魅
力
を
発
掘・発

見
し
、愛
着
や
誇
り
の
醸
成
と
田
原

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、Ｐ
Ｒ
動
画
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▪
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
概
要

◦
応
募
資
格

特
に
な
し
。個
人
、団
体
、プ
ロ
、ア
マ
な

ど
問
い
ま
せ
ん
。

◦
審
査
基
準

◦
渥
美
半
島
の「
い
い
じ
ゃ
ん
！
」と
い
う

も
の
で
あ
る
か（
田
原
市
の
魅
力
を
表

現
し
た
も
の
か
）

◦
イ
ン
パ
ク
ト
、面
白
さ
、感
動
な
ど
見
る

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
か

◦
動
画
を
見
て「
田
原
市
に
行
き
た
い
、住

み
た
い
」と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
か

◦
応
募
作
品
規
格

◦
田
原
市
の
素
材（
風
景
な
ど
）を
活
用
す

る
こ
と

◦
作
品
時
間
は
30
秒
以
上
1
分
30
秒
以
内

◦
応
募
者
が
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
、他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し

て
い
な
い
も
の

◦
表
現
方
法（
実
写
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

写
真
ス
ラ
イ
ド
な
ど
）は
不
問

◦
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、m

o
v

ま
た
は

w
m

v,m
pg(m

peg),avi,m
p4

の
い

ず
れ
か

◦
画
像
比
率
は
16：9
、画
質
は
Ｈ
Ｄ
以
上

◦
応
募
方
法

平
成
29
年
1
月
31
日（
火
）ま
で
に
応
募

用
紙
と
映
像
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で

提
出（
１
作
品
に
つ
き
応
募
用
紙
は
１

枚
）

◦
賞・賞
金

◦
最
優
秀
賞　
賞
金
5
万
円（
1
点
）

◦
優
秀
賞　
　
賞
金
3
万
円（
2
点
）

◦
注
意
事
項

◦
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
お
よ
び
デ
ー
タ

記
憶
媒
体
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
作
品
の
制
作
費
・
送
料
な
ど
一
切
の
費

用
は
、応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

海のまち・山のまち交流スタンプラリー
田原市は、異なる環境をもつ「山のまち」と交流を行ってお
り、国内に3つの姉妹・友好都市があります。
家族みんなでスタンプラリーに参加し、それぞれの街の魅
力に触れてみませんか。
期間＝４月29日（金・祝）～平成2９年3月15日（火）
内容＝応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各１つ以
上、スタンプを集めてください。
応募＝必要事項を記入のうえ、田原市企画課へ直接ま
たは郵便にて
賞品＝国内旅行券、カタログギフト券、海と山
のまちの特産品、ラリースポット協賛プレゼ
ントなど計200本以上
【田原市内のラリースポット】
道の駅（田原めっくんはうす、あかばねロコステーショ
ン、伊良湖クリスタルポルト）、蔵王山展望台、サンテパ
ルクたはら
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各
ラリースポットにある応募用紙をご覧ください。
▶企画課☎23‐３５07

田
原
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

動
画
作
品
を
募
集
！

田原市・設楽町・長野県宮田村・長野県阿南町				         　 1001594

１
０
０
３
６
９
８

設楽町（姉妹都市）
・あぐりステーションな
ぐらのモーニングがと
ても良かったです。
・つぐ高原グリーンパー
クでの魚釣りが楽しか
ったです。

宮田村（友好都市）
・こまゆき荘の温泉で疲
れがふっ飛んだ！
・宮田村にある百名山
「木曽駒ケ岳」にも登り
ました。また来年も行
きたい！

田原市
・田原市の道の駅は、ど
こも土産品や野菜も豊
富で、しかも安い。
・デートの寄り道に最
適。海も見え、砂浜も
あり、赤羽根最高！

阿南町（友好都市）
・かじかの湯に入りまし
た。とろりとしたお湯
に大満足です。
・道の駅信州新野千石
平のアマゴの塩焼きが好
き。秋のリンゴも楽しみ。
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【
人
口・世
帯
】…
平
成
28
年
３
月
末
現
在

１
７
７
５
人・５
０
２
世
帯

▪
概
要

　

市
中
南
部
の
赤
羽
根
漁
港
の
西
側
に
位

置
し
、東
か
ら
池
尻
、若
見
、越
戸
の
3
自

治
会
で
構
成
。南
側
は
太
平
洋
に
面
し
、海

岸
線
沿
い
を
東
西
に
走
る
国
道
42
号
に
沿
っ

て
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。池
尻
区
は

赤
羽
根
漁
港
に
接
し
て
お
り
、一
部
海
抜
が

低
く
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
被
害

も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

「
よ
り
早
く
高
台
へ
！
」　
～
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
～

▪
主
な
取
り
組
み
内
容　

①
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
の
実
施

②
家
庭
の
防
備
録
の
作
成
、配
布

③
学
童
、通
学
時
の
避
難
要
領
確
認

④
一
時
避
難
場
所
の
見
直
し
、津
波
避
難

訓
練
の
実
施　
な
ど

▪
取
り
組
み
成
果

　

津
波
か
ら
の
早
期
避
難
が
重
要
な
地
区

で
あ
る
た
め
、避
難
ル
ー
ト
の
点
検
、一
時

避
難
場
所
の
見
直
し
な
ど
を
実
施
。ま
た
、

そ
れ
ら
の
確
認・周
知
の
機
会
で
も
あ
る
津

波
避
難
訓
練
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
参
加
し
、大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
今
後
の
目
標

　

地
震
で
揺
れ
て
い
る
間
の
安
全
確
保
行

動
の
周
知
や
沿
岸
地
域
に
い
る
釣
人
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、継
続

的
な
訓
練
の
実
施
、夜
間
避
難
訓
練
の
検

討
、備
蓄
食
料・医
薬
品
の
確
保
な
ど
、今

年
度
あ
ま
り
実
施
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
事
項
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
人
口・世
帯
】…
平
成
28
年
３
月
末
現
在

４
１
９
６
人・１
４
２
６
世
帯

▪
概
要

　
田
原
市
の
西
部
に
位
置
し
、北
部
は
三
河

湾
に
面
し
、長
沢・福
江・保
美・向
山
の
4

地
区
で
構
成
。商
店
が
あ
る
場
所
や
住
宅

地
の
多
く
は
海
抜
が
低
く
、地
震
に
よ
る
堤

防
の
決
壊
、液
状
化
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
、

津
波
に
よ
る
浸
水
の
危
険
が
大
変
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

▪
主
な
取
り
組
み
内
容

①
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

②
消
火
栓
器
具
点
検・取
り
扱
い
訓
練
の

実
施

③
防
災
キ
ャ
ン
プ（
避
難
所
宿
泊
体
験
）の

実
施　
な
ど

▪
取
り
組
み
成
果

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
器
具
の
点
検・操
作
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
防

災
力
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、見
つ
か
っ

た
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、将
来
の
担
い
手
で
あ
る
若

年
層
に
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、地
域
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　
取
り
組
み
テ
ー
マ「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、建
物
の

耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
や
家
具
の
転
倒

防
止
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
だ
よ
り
に
防
災
に
関

す
る
記
事
を
載
せ
た
り
、小
中
学
生
の
防
災

訓
練
参
加
を
呼
び
掛
け
た
り
す
る
な
ど
、防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

 ●津波避難訓練

 ●防災キャンプ

地
域
が
守
る
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

若
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

福
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

田
原
市
で
は
、市
内
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、平
成
27
年
度
の「
自
主
防
災
活
動
重
点
支
援
地
区
」と
し
て
、若
戸
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議

会
と
福
江
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　　
　

  

▼
防
災
対
策
課
☎
23-

３
５
４
８
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●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

江頭 陽生くん
はる き

1歳
片西

田村 斗愛ちゃん
 と  あ

1歳
大草町

林 結衣ちゃん
ゆ 　い

3歳
田原町

【左から】
麦ちゃん、あんずちゃん（どちらも1歳）

フェレット♀
（古田町 杉田さん）

田原産の野菜などを使って料理に
挑戦したい!!レシピを教えて。

市ＨＰのトップページからクックパッドの田原市
公式サイト「田原市のキッチン」をぜひ、ご覧くだ
さい。現在、20以上のレシピを掲載しています。

▶広報秘書課 ☎22‐0138

　野田小学校にはウサギ小屋があります。
　私たち４年生は、全員で小屋の掃除をし
たり、餌やりをしたり、飼育に取り組んでい
ます。　餌を食べているウサギの姿は、本
当にかわいいです。
　今年の「野田小フェスティバル」では、ウ
サギの世話をしたり調べたりしてわかった
ことを、クイズやウサギソングにして発表
しました。

　ウサギの世話を通じ、「命」はとても大切だと感じています。
　世話をとてもがんばったので、現在、ウサギの数が４０羽以上に増えました。そのうち、子
ウサギの数は２０羽ほどです。
　皆さんも、かわいいウサギを育ててみませんか？無料でお譲りしますので、育ててみたい
方は、野田小学校に電話をしてください。大切に育ててくださいね。

ウサギの飼育をがんばっています！　

野田小学校

生き物係
☎25‐0007

（担当：廣瀬）

［投稿者］

　日本一の花の生産地である田
原市。もっと多くの人に花の素
晴らしさを伝えようと、花の若手
生産者である私たちが「渥美半
島　花名人」を結成しました。
　２月２０日（土）・２１日（日）に開
催した「渥美半島花の超祭典」で
は、おもてなし役を担いました。
花の飾り方や育て方など、生産
者だからこそ分かるコツを皆さ
んにアドバイスし、大変喜んでも
らえたと思います。
　今後は、地域の観光や商業と

も連携し、花をＰＲする企画を提案していきたいと考えています。具体的には、市内のホテル
で花の展示を行ったり、花の農場見学会などを行ったりする予定です。
　活動を通じ、生産者同士の情報交換が活発になり、一人一人がパワーアップしてきて
いると感じています。これからも一緒に活動してくれるメンバーを増やし、田原市をさら
に盛り上げていきます！
　皆さん、イベントなどで私たちを見かけたら気軽に声をかけてくださいね。お揃いの前
掛けが目印です。メンバーが花の素晴らしさをあなたに伝えます！

花づくりの名人が、花の魅力を発信します！

渥美半島
花名人

［投稿者］

▲市役所で行った「渥美半島　花名人」結成式の様子

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入のう
え、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

質問 晴れた日にお弁当を持ってでかけるなら、どこ？

みんなで神戸グラウ
ンドに

出かけて、お花見しま
した！

ななさん　　ゆうなさん

権現の森と蔵王山か
なぁ。

小川で遊ぶのが好き！

  てんちゃん　　　　なおくん
遊具がたくさんある、白谷海浜公園に行きたい！

よつばくん

わが家の
ペット

街角
インタビュー ちょっと

教えて！
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ▪

身
近
な
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

自
治
会
は
、地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
お

互
い
に
助
け
合
い
、協
力
し
な
が
ら
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
、誰
も
が
参
加
で

き
る
住
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

で
す
。

　
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
で

は
、市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
目
指
す
た
め
、自
治
会
へ
の
加

入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

▪
自
治
会
活
動
っ
て
大
事
？

◦
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
・
高

齢
者
の
見
守
り

や
空
き
巣
被
害

な
ど
の
対
策

は
、個
人
で
気

を
付
け
て
い
て

も
な
か
な
か
効

果
が
上
が
り
ま

せ
ん
。

　

皆
で
協
力
し
て
、安
全
で
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
防
犯
灯
は
自
治
会
が
整
備
し
て
い
ま
す
。

◦
災
害
時
の
助
け
合
い

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、行
政
も
す
ぐ

に
は
助
け
に
駆
け

つ
け
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
と
い
う
と

き
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
の
は
自

治
会
の
仲
間
で
す
。

◦
お
祭
り
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

　

お
祭
り
な
ど

に
参
加
す
る
こ

と
は
、自
分
の

住
ん
で
い
る
地

域
の
人
と
顔
見

知
り
に
な
る
よ

い
機
会
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◦
市
役
所
と
の
協
働

　
道
路
整
備
な
ど
の
課
題
を
地
域
全
体
の

意
向
と
し
て
市
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
広
報
紙
な
ど
を
自
治
会
が
協
力
し

て
各
家
庭
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、自
治
会
に
加
入
し
て
、安
心

安
全
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

▼
総
務
課
☎
23-

３
５
０
４

市
民
提
案
型
委
託
制
度

市
の
事
業
を
受
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
市
民
提
案
型
委
託
制
度
」は
、行
政
が

実
施
す
べ
き
性
質
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
つ
い
て
、効
果
的
な
事
業
内
容
を
提
案

し
た
団
体
と
市
が
委
託
契
約
を
結
ぶ
も
の

で
す
。市
民
協
働
で
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、少
な
い
経
費
で
高
い
効
果
を

得
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
団
体
の

皆
さ
ん
の
、自
由

で
柔
軟
な
発
想
の

提
案
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▪
募
集
テ
ー
マ
①
市
民
活
動
団
体
交
流
会  

「
し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
」開
催
事
業

【
提
案
内
容
】市
全
域
を
対
象
と
し
た
市
民

活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、団
体
間
交
流
の
場

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画・開
催

▪
募
集
テ
ー
マ
②
男
女
共
同
参
画
啓
発
事
業

【
提
案
内
容
】男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講

演
会
の
企
画
・
開
催
や
啓
発
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
、男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど

▪
共
通
事
項

【
事
業
費
】上
限
20
万
円

【
募
集
期
間
】５
月
２
日（
月
）～
31
日（
火
）

※
締
切
日
必
着

【
対
象
事
業
】上
記
の
募
集
テ
ー
マ
に
即
し

た
事
業
で
、平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

ま
で
に
完
了
す
る
事
業

【
対
象
団
体
】主
に
市
内
で
公
益
活
動
を
行

う
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体

【
応
募
方
法
】企
画
課
で
配
布
す
る
提
案
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
提
出
。提
案
用
紙
は
市

Ｈ
Ｐ（

１
０
０
３
６
９
０
）か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
審
査
方
法
】応
募
団
体
に
よ
る
担
当
課
へ

の
提
案
説
明
に
よ
り
審
査

※
平
成
29
年
度
実
施
の「
自
由
テ
ー
マ
型

委
託
事
業
」に
つ
い
て
は
、別
途
募
集
が

行
わ
れ
ま
す
。

▼
企
画
課
☎
23-

３
５
０
７

〒
４
４
１‐３
４
９
２（
住
所
不
要
）　

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会◦地域の防災訓練

◦子どもの見守りをする地域の方々

◦夏祭りを楽しむ地域の方々
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　３月15日（火）、野
田中学校の体育館で
「閉校記念式典」が行
われました。閉校記
念式典実行委員長な
どのあいさつの後、
生徒による「野田中
の歴史とわたしたち
の思い出」の発表が
ありました。２年生は、式典当日までの４カ月
間、総合的な学習の時間で、野田中69年間の
歴史を調べてきました。
　野田中学校は、昭和22年に開校。その当時、
校舎はなく、役場の部屋を借りるなど、大変厳
しい環境でスタートしました。校舎建築のた
めに周りの山の木々を伐採し、森がなくなっ
てしまったことから、５カ年計画で生徒たち
が植林作業を行いました。その取り組みが認
められ、県の植林コンクールで優勝、全国大会で入賞するこ
とができたそうです。
　開校当時から続いてきた保・小・中運動会の変遷や、防火
用水池に住むガチョウに給食で残ったパンをあげて飼育し
たエピソードなども、寸劇を交えて発表しました。発表の最
後には、生徒代表が思い出深い校舎や運動場、体育館に感謝
の気持ちを伝え、唱歌「ふるさと」を全校生徒で歌いました。
生徒たちは、野田校区の良さをあらためて実感することが
できました。
　その後、校区主催の「思い出の会」が催されました。いろい
ろな年代の卒業生の名演技を交えた思い出話は、
とても盛り上がりました。「シルバーサロン」のボ
ランティアの皆さんからは、１・２年生に田原中
でがんばってほしいという気持ちを込めて2000
羽の折り鶴をいただきました。
　後半は、お菓子や甘酒を味わいながら、懐かし
い昔のアルバムを見て語り合いました。会の最後
は、生徒・職員・同窓生のみなさん500人余りで校
歌を大合唱し、締めくくりました。
　地域の方やＰＴＡ役員さんの温かいご支援で、素晴らしい式典・思い出の会となりました。４月か
ら、田原中へ通う生徒は、野田中で学んだ誇りと思い出を胸に、がんばる決意を固めていました。

◦音楽室に感謝の気持ちを呼びかける生徒◦ガチョウのエピソードを寸劇で発表

◦「ふるさと」の全校合唱

◦校区主催の「思い出の会」

「閉校記念式典」「思い出の会」
ありがとう野田中学校 野田中学校

◦昔の写真を囲み盛り上がる校区の方々
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　平成27年度田原市教育委員会表彰式が市役所講堂で行われ、文化やスポーツの振興および青少年の健全育成
に貢献された7人の方に功労賞が、大会などで活躍された21名・4団体の方に殊勲賞が贈られました。（氏名順不
同、敬称略）
【功労賞】▶文化の振興に貢献／河合博

ひろかず

一　▶スポーツの振興に貢献／原仁
じんいち

一、齋藤正
まさやす

保、中神明
あ け み

美、田中喜
よしあき

昭、
長野明

あ き お

夫、樋口恵
めぐみ

　【殊勲賞】　▶「現代の名工」卓越技能者表彰（厚生労働大臣）／川口秀
ひでまる

丸　▶第49回全国建具
展示会内閣総理大臣賞／川口博

ひろゆき

敬　▶第29回愛知県小学生陸上競技選手権大会[走幅跳]優勝／田中瑛
あきひと

一、菅沼
瑠
る り

璃　▶同大会[ヴォーテックス投]優勝／河合大
だ い ち

地　▶第32回東海小学生リレー競争大会兼第1回東海小学生
陸上競技大会[80mハードル]6位入賞／井本樹

たつき

　▶同大会[走高跳]優勝／高木翼
つばさ

　▶第27回東海小学生バドミ
ントン選手権大会[6年生男子ダブルス]優勝／大羽航

こうせい

正、伊藤伊
い ぶ き

吹　同大会[4年生以下女子ダブルス]準優勝／
河合華

は る

琉、渡邉杏
あ ん な

和　▶愛知県ジュニアオリンピック陸上競技大会[A男子走高跳]優勝／細川大
だ い ち

地　▶皇后杯第
34回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会優勝／川口桃

も も か

佳、光部凪
な ぎ さ

沙　▶2015年夏季ユニバーシアード競技大
会[400mリレー]世界1位／長田拓

た く や

也　▶障害者全国ゴルフ大会準優勝／佐野弘
こ う の す け

之介　▶日本陸上競技選手権
大会[10000m]4位／早川翼

つばさ

　▶全日本実業団対抗陸上競技選手権大会[5000m優勝]／ヒラム・ガディア　▶同
大会[ジュニア5000m]3位／近藤聖

さ と し

志　▶天皇杯第21回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会優勝／田中秀
ひでゆき

幸、
山本修

しゅうへい

平　▶第37回東海中学校総合体育大会[男子団体]２位／田原中学校男子テニス部【鈴木椋
む く

久、平川直
ち か し

史、
髙橋春

は る ひ

陽、坂口統
と う い

威、河合隆
りゅうせい

成、鈴木大
たいせい

晴、佐藤藍
あ い と

斗、片桐尚
な お き

紀】　▶第69回愛知県中学校総合体育大会[女子団体]
優勝／田原中学校女子テニス部【大谷小

こ ゆ き

由姫、中本希
の ぞ み

実、鈴木亜
あ り さ

里紗、金子彩
あ ゆ な

由奈、鈴木唯
ゆい

、江口穂
ほ の か

香、北川紗
さ ら

蘭、萩
原波

な み

美】　▶愛知スポーツレクリエーションフェスティバル2015軟式野球大会優勝／オガックス【天野光
こ う き

喜、土
井清

せ い や

矢、渥美孝
たかあき

晃、高瀬恭
きょうへい

平、中村庄
しょうじ

児、木村星
せ い や

哉、岡本稔
と し き

生、山内賢
け ん と

人、浅野博
ひろまさ

正、山浦健
け ん じ

二、那須政
まさはる

治、川口博
ひろゆき

之、
鈴木貴

たかひさ

久、井本豪
ごう

、高橋七
な な み

海、杉浦通
みちひと

仁（監督）】　▶全日本実業団駅伝優勝／トヨタ自動車株式会社陸上長距離部
【早川翼、ジョセフ・カマシ、大石港

み な と

与、窪田忍
しのぶ

、宮脇千
ち ひ ろ

博、田中秀幸、山本修平、佐藤敏
としのぶ

信（監督）】

文化やスポーツで
活躍・貢献

3/31
［木］

　田原福祉専門学校で平成28年度入学式
が行われました。土平俊子校長の式辞、田原
市長の祝辞の後、新入生22名を代表して宮
崎由衣さんが誓いの言葉を述べました。こ
れから2年間、介護福祉士になるために、座
学や実習に励みます。

大きく育て
未来を支える福祉力

4/4
［月］

▲表彰を受けられた皆さん

▲土平校長の式辞を真剣なまなざしで聞く新入生

平成28年5月  広報たはら │    │18



～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　戦没者追悼式が田原市総合体育館で行われまし
た。平和の意義を伝えていくため、市の主催により
無宗教で行っているこの式典。遺族や関係者など約
500名が参列し、2227柱の英霊に黙とうや献花など
を行い、末永い平和を願いました。

未来へ語り継ぐ
平和の尊さ

4/8
［金］

　田原市のＪＡ愛知みなみ伊良湖ハウスミカン部会が
第17回全国果樹技術・経営コンクールにおいて、農林
水産省生産局長賞を受賞しました。生産技術や経営方
式などにおいて他の模範となる先進的な農業経営体お
よび集団組織であるとして表彰されたもので、市長に
喜びを報告し、これからの活躍を約束しました。

後継者が団結
若い力で極上の味を

3/11
［金］

　私と凧の出会いは、小学校低学年のこ
ろです。龍門寺さんの近くに、凧を作って
売っている「ひなや」という小さなお店が
ありました。その店で初めて凧を買い、凧
揚げに挑戦しましたが、うまく揚げられず
近所の人に揚げ方を教えてもらって、よ
うやく揚げることができたのを覚えてい
ます。小学校４年生の時には、凧を自分で
作り、揚げていました。その頃、けんか凧
の操作も覚えました。　
　平成6年に行われた「わかしゃち国体」

では、田原の凧をプラカードや看板に使
用し、選手など皆さんに喜んでいただい
たことが記憶に残っています。
　毎年５月に、田原凧まつりが開催され
ます。今年は21日（土）に初凧祈願祭、22
日（日）に総合体育館周辺でけんか凧合
戦が行われます。大迫力のけんか凧を、
ぜひ間近でご覧ください。

田原の凧

▲追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長

▲表彰状と自慢のミカンを持参したJA愛知みなみ伊良湖ハウスミ
カン部会の皆さんと山下市長（写真左）

◦けんか凧を操る参加者
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委
員

田
原
市
監
査
委
員

　
平
松
正
敏
さ
ん
（
田
原
町
）
の

退
任
に
伴
い
、
新
委
員
に
八
木
学

さ
ん
（
田
原
町
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　
河
合
完
治
さ
ん
（
野
田
町
）
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
委
員
に
杉

浦
拡
さ
ん
（
田
原
町
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

を
記
入
の
う
え
提
出（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

児
童
ク
ラ
ブ・放
課
後
子
ど

も
教
室
指
導
員

１
０
０
３
７
０
３

募
集
人
員
：

【
通
常
期
】若

干
名
【
夏
休

み
期
間
（
７

月
21
日
木
～

８
月
31
日

水
）】
20
名
程
度　

対
象
：
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
・
小

学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方
②

児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ

り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方　
勤

務
場
所
：
市
内
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ

び
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
住
所
地

な
ど
を
考
慮
）　

勤
務
形
態
：
週

３
～
４
日
勤
務
／
午
後
１
時
30
分

～
６
時
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇

時
お
よ
び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は

午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分
、
午

後
０
時
30
分
～
６
時
、
午
前
８
時

～
午
後
６
時
の
交
代
勤
務
／
隔
週

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年

末
年
始
を
除
く
）　

賃
金
：
時
給

　
ま
た
、
４
月
１
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
田
原
市
公
平
委
員
会
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
中
川
和
文
さ
ん（
堀
切
町
）が
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
加
子
幸
子

さ
ん
（
加
治
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
ま
し
た
。

　
公
平
委
員
会
は
、
市
職
員
の
利

益
の
保
護
と
公
正
な
人
事
権
の
行

使
を
保
障
す
る
た
め
に
、
市
長
そ

の
他
の
任
命
権
者
か
ら
独
立
し
た

地
位
を
有
す
る
機
関
で
す
。

募
集

企
画
展
監
視
員

（
田
原
市
博
物
館
）

１
０
０
３
６
８
６

募
集
人
員
：
10
名　
対
象
：
お
お

む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　
採

用
期
間
：
７
月
９
日
（
土
）
～
９

月
４
日
（
日
）　

勤
務
場
所
：
田

原
市
博
物
館　
勤
務
内
容
：
展
示

室
監
視　
勤
務
形
態
：
午
前
９
時

～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５

時
（
交
代
勤
務
）　

賃
金
：
時
給

８
７
０
円　
選
考
方
法：面
接（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

申
込
：
５
月

25
日
（
水
）
ま
で
に
、
田
原
市
博

物
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

９
６
０
円　
選
考
方
法：面
接（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

申
込
：
５
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

に
あ
る
履
歴
書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

統
計
調
査
員 

１
０
０
１
５
６
２

対
象
：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る

方　
調
査
期
間
：
お
お
む
ね
２
カ

月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月
程
度
）

調
査
エ
リ
ア
：
田
原
市
内
の
指
定

す
る
範
囲　
業
務
内
容
：
①
調
査

対
象
を
訪
問
、
調
査
票
回
答
の
依

頼
、
②
調
査
票
の
回
収　
※
事
前

に
市
開
催
の
説
明
会
あ
り　

報

酬
：
３
～
５
万
円
程
度
（
統
計
調

査
に
よ
っ
て
異
な
る
）　

申
込
：

総
務
課
に
あ
る
申
請
書
（
市
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
提
出

（
随
時
受
付
中
）　
そ
の
他
：
登
録

者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕
事

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

お
し
ら
せ

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22‐0138

杉浦　拡
ひろむ

さん 八木　学
さとる

さん
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夏
季
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
事
業
所

１
０
０
３
６
５
５

対
象：市
内
事
業
所
な
ど　
内
容：

午
後
８
時
～
10
時
の
2
時
間
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を

消
灯　

期
日
：
６
月
21
日
（
火
）

～
７
月
７
日
（
木
）［
予
定
］　
申

込
：
６
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
環

境
政
策
課
に
あ
る
登
録
票
（
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

そ
の
他
：
ご
家
庭
で
も
不
要
な
照

明
は
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
省
エ

ネ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０

短
期
就
労
者
受
入
れ
を
希
望

す
る
農
業
経
営
者
な
ど

１
０
０
１
８
９
９

対
象
：
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
農
業
経
営
者
な
ど　
内
容
：
繁

忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
農

業
経
営
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
求
職
者
な
ど
に
対
し
て
短
期

労
働
（
就
労
期
間
１
カ
月
以
内
）

の
情
報
を
随
時
、
提
供　

申
込
：

対
象
：
市
内

在
住
・
在
勤
・

在
学
の
個

人
・
事
業
者
・

団
体　

活
動

場
所
：
市
が
管
理
す
る
道
路
・
公

園
・
河
川
な
ど
の
公
共
施
設

活
動
内
容：ご
み
の
収
集
、
除
草
、

樹
木
の
管
理
、
活
動
計
画
書
・
報

告
書
の
提
出　
支
援
内
容
：
①
環

境
美
化
に
必
要
な
物
品（
ご
み
袋
、

軍
手
）
の
支
給
や
貸
し
出
し
②
希

望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称

を
表
示
す
る
サ
イ
ン
看
板
の
設
置

③
活
動
時
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
補
償
な
ど　
申
込
：
維
持
管

理
課
に
あ
る
申
込
用
紙
（
市
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
提
出

そ
の
他
：
申
込
後
に
、
市
と
協
議

の
う
え
「
合
意
書
」
を
交
わ
し
ま

す
。

▼
維
持
管
理
課

☎
23‐４
１
０
３

23‐０
１
８
０

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

コ
ン
テ
ス
ト　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
７

内
容
：
９
月
中
旬
に
サ
ン
テ
パ
ル

ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
る
、
育
て

商
工
観
光
課
・
営
農
支
援
課
に
あ

る
申
込
書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
地
域
職
業
相
談
室
（
道

の
駅　
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
２

階
）
へ
直
接
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

ま
ち
の
環
境
美
化
対
策　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
里
親
制
度
）
１
０
０
２
０
２
１

▪
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

市
民
と
市
が
協
力
し
合
い
、
市

管
理
の
道
路
、
公
園
、
河
川
な

ど
の
公
共
施
設
を
市
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
管
理
す
る
制
度　

た
カ
ボ
チ
ャ
の
重
さ
を
競
う
コ
ン

テ
ス
ト
（
昨
年
の
最
重
量
は
57
・

２
㎏
）　
定
員
：
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料
：
１
０
０
円　
申
込
：
５

月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

配
布
本
数
：
２
本　
苗
の
配
布
期

日
：
５
月
中
旬　
配
布
場
所
：
田

原
農
業
改
良
普
及
課
（
田
原
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）　

そ
の
他
：

栽
培
に
は
１
株
に
つ
き
50
㎡（
例：

縦
７
ｍ
×
横
７
ｍ
）
以
上
の
面
積

が
必
要　
主
催
：
田
原
市
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22‐０
３
８
１

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
４

対
象
：
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以

下
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

調

査
期
間
：
６
月
５
日
（
日
）
～
９

月
末　
調
査
場
所
：
田
原
市
内　

内
容
：
身
近

な
水
辺
（
川

や
た
め
池
、

湖
、
水
路
、

海
辺
な
ど
）

で
「
水
の
き

れ
い
さ
」「
水

の
量
」「
生
態
系
」「
水
辺
の
よ
う

す
」
に
つ
い
て
の
調
査
・
報
告
／

五
感
に
よ
り
水
の
色
や
に
お
い
な

ど
を
評
価
す
る
簡
単
な
も
の　
申

込
：
環
境
政
策
課
に
あ
る
申
込
書

（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
環

境
政
策
課
へ
提
出　
主
催：尾
張・

西
三
河
・
東
三
河
地
域
水
循
環
再

生
地
域
協
議
会

▼
愛
知
県
環
境
部
水
地
盤
環
境
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
２
２
１

（
０
５
２
）９
６
１‐４
０
２
５

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０ すごう法律事務所
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イ
ベ
ン
ト

田
原
市
文
化
協
会

春
の
文
協
ま
つ
り

期
日
：
５
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）

▪
田
原
会
場

【
各
種
展
覧
会
】
日
時
：
20
日
（
金
）

～
22
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
場
所
：
田
原
文
化
会
館

【
さ
つ
き
展
】
日
時
：
20
日
（
金
）

～
22
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時　

場
所
：
田
原
市
総
合
体

育
館
ロ
ビ
ー

【
芸
能
大
会
】
日
時
：
22
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～　

場
所
：
田
原

文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▪
渥
美
会
場

【
写
真
展
・
生
け
花
展
】
日
時
：

21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
／
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所
：
渥

美
文
化
会
館

【
芸
能
大
会
】
日
時
：
22
日
（
日
）

午
前
10
時
～　

場
所
：
渥
美
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル

【
市
民
茶
会
】
日
時
：
22
日
（
日
） 

午

前
10
時
～
午
後
３
時　

場
所
：
渥
美

文
化
会
館　
茶
席
：
１
席
３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会

☎
22‐６
０
６
３

演　
客
演
：
宮
部
ま
ど
か
（
ピ
ア

ノ
）　

出
演
：
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教

室
、
渥
美
混
声
合
唱
団
、
田
原
混

声
合
唱
団
、
田
原
市
吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23‐２
６
８
３
（
金
子
）

講
座
・
教
室

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
０
６
７
２

対
象
：
市
内
在
住
で
、
全
３
回

受
講
可
能
な
方　

日
時
・
場
所
・

内
容
：
表
の
と
お
り　

定
員
：

田
原
凧
ま
つ
り

期
日
：
５
月
21
日（
土
）・
22
日
（
日
）

▪
初
凧
祈
願
祭

日
時
：
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
田
原
工

場
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
・
芝

生
広
場

▪
け
ん
か
凧
合
戦

日
時
：
22
日
（
日
）
午
前
９
時
～

※
雨
天
時
は
、
５
月
29
日
（
日
）

に
延
期　
場
所
：
田
原
市
総
合
体

育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化

会
館
に
て
事
前
展
示（
５
月
８
日

日
～
15
日
日
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館

☎
23‐７
３
３
７

田
原
市
音
楽
祭

期
日
：
６
月
４
日（
土
）・５
日
（
日
）

場
所
：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル　
入
場
料
：
無
料

▪
学
生
の
部

日
時
：
４
日
（
土
）
午
後
２
時
開

演　
出
演
：
市
内
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
渥
美
農
業
高
等
学
校
・
成
章

高
等
学
校
吹
奏
楽
部

▪
一
般
の
部

時
間
：
５
日
（
日
）
午
後
２
時
開

２
０
０
名
（
先
着
順
）　
受
講
料：

無
料　

申
込
：
５
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
直
接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

そ

の
他
：
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

修
了
し
た
方
に
修
了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
５
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
を
救
え

14
‐
椿
椿
山
の
日
記
か
ら　

講

師
：
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴

木
利
昌　
受
講
料：無
料　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み

健
康
会
議
２
０
１
６

日
時
：
６
月
17
日
（
金
）
午
後
１

時
～
（
30
分
前
受
付
開
始
）　

場

所
：
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル　
内
容
：
認
知
症
予
防
を
正
し

く
知
ろ
う
！
～
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
を
～　
講
師
：
白
井
和
美

氏
（
あ
い
ち
介
護
予
防
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
）　

定
員
：
１
５
０

名
（
先
着
順
）　

参
加
料
：
無
料

申
込
：
６
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
に
て
（
当
日
参
加
も
可
）　

そ
の
他
：
来
場
者
に
記
念
品
を
進

呈
／
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対

象▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
生
活

課
☎
34‐０
３
７
５

日時 内容
【第１回】

6／4土
13：30～16：00
田原文化会館
多目的ホール

～被災地から学んだ自助＆共助の大切さ～
「災害時のボランティア活動とコーディネート」
講師＝愛知県社会福祉協議会ボランティアセンター
　　　運営委員会　委員長　鈴木盈宏氏

【第 2回】
12／3土

13：30～16：00
田原文化会館
多目的ホール

「田原市の防災対策」
講師＝田原市防災局防災対策課長
「東日本大震災における活動状況」
講師＝陸上自衛隊　豊川駐屯地
　　　第１０特科連隊　第２大隊長　柿野慶久氏

【第 3回】
H29／2／26日
13：30～16：00
田原文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区
「東日本大震災　被災と復興の教訓」
講師＝株式会社東海新報社　元取締役事業局長
　　　木下繁喜氏

【特別回】
7／2土

9：30～18：15
名古屋市

港防災センター

名古屋市港防災センター見学ツアー
●対象＝カレッジ受講者で参加を希望する３０名
●移動手段＝市中型バス
●参加費＝無料（ただし、昼食費は実費負担）

※内容は変更する場合があります。
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春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
３
６
６
５

対
象
：
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　

日
時
：
５

月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
：
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山

町
）　

内
容
：
豊
橋
市
と
共
同
に

よ
る
野
鳥
や
干
潟
の
生
き
物
の
観

察
会　
講
師
：
藤
岡
純
一
氏
・
エ

リ
子
氏　
定
員：50
名
（
先
着
順
）

参
加
料
：
無
料　
持
ち
物
：
長
靴
、

ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲

み
物
、
筆
記
用
具　
申
込
：
５
月

12
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
の
場
合
は
、
代
表
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
と
参

加
者
全
員
の
氏
名・年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
８
５

（
０
５
３
２
）56‐５
５
７
７

生
活

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
地
震
速
報
訓
練

１
０
０
０
６
７
８

内
容
：
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

自
身
が
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鎖
な
ど
で

つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▪
猫
は
室
内
飼
育
に

　
室
内
飼
育
を
す
る
こ
と
で
、
交

通
事
故
や
感
染
症
の
予
防
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
近
所
迷
惑
の
予
防

も
で
き
、
交
通
事
故
な
ど
も
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

　
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
や
飼
育
し

て
い
る
猫
の
フ
ン
は
、
放
置
せ
ず

に
必
ず
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
処
理

後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
投
棄
も
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
ペ
ッ
ト
は
終
生
飼
育
を

　
家
族
の
一
員
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

の
生
涯
飼
育
は
飼
い
主
の
責
任
で

す
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
と
、
動
物

の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
い
続
け
る

こ
と
が
無
理
な
場
合
は
、
新
し
い

飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐０
１
８
０

経
済
セ
ン
サ
ス‐活
動
調
査
に

ご
協
力
を　

 

１
０
０
２
０
４
５

　

平
成
28
年
6
月
1
日
現
在
で
、

（
Ｊ

※

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
、
市
内

設
置
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
次
の

内
容
を
一
斉
に
放
送
（
田
原
市
以

外
の
地
域
で
も
実
施
）

▪
日
時

　
６
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
15

分
ご
ろ 

▪
放
送
内
容

上
り
チ
ャ
イ
ム

「
こ
ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」

「
た
だ
い
ま
か
ら
、
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
」

「
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム　
緊
急
地

震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で

す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
」
×
３

「
こ
ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」

「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」

下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

※
【
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
】
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

 

１
０
０
３
６
７
２

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
ダ
メ
！

　
放
し
飼
い
の
犬
が
子
ど
も
を
追

い
か
け
て
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
犬

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
た
大
規
模
な
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
の
産
業
構

造
を
包
括
的
に
と
ら
え
、
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
重
要
な
も
の
で
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
各
事
業
所
を
担

当
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

田原を美しくする推進デー
６月 5 日（日）／雨天決行

※地区によっては、実施日が異なる場合があります。時間・
集合場所などは、各地区でご確認ください。
道路や公園などに捨てられているごみを拾います。「き
れいな街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さんぜひ
ご参加ください。
▶田原を美しくする会事務局
　（廃棄物対策課内）☎２３‐３５３８

1003688

◉伊勢志摩サミットの成功に向けて
　５月２６日（木）、２７日（金）の両日、
三重県志摩市（賢島）において「伊勢
志摩サミット」が開催されます。田原
市は地理的に会場に近いことから、さ
まざまな警備を実施する予定です。
　警察官が不審な人物や物を発見するた
め、行き先や持ち物についてお尋ねするこ
とがあります。皆さ
んのご協力とご理
解をお願いします。
　また、開催期間
中は、県内各地で
交 通 規 制も実 施
されますので、時
間に余裕をもって
お出かけください。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成28年の累計

●人身25件（55件）
●負傷39人（81人）
●死亡0人（0人）
●物損124件（378件）

●侵入盗7件（9件）
●乗物盗0件（7件）
●非侵入盗6件（25件）

●火災0件（4件）
●救急173件（593件）

3月
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屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

早
朝
開
放
し
て
い
ま
す

１
０
０
３
６
６
２

内
容
：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環

と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施　
開
放

施
設
：【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】
中
央

公
園
・
滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公

園
【
野
球
場
】
滝
頭
公
園
・
緑
が

浜
運
動
公
園・渥
美
運
動
公
園
【
多

目
的
広
場
】中
央
公
園・滝
頭
公
園・

緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽
根
文
化

広
場
・
渥
美
運
動
公
園　
開
放
期

間：10
月
30
日（
日
）ま
で
／
原
則
、

火
～
日
曜
日　
使
用
料
：
各
施
設

の
規
定
の
使
用
料　
申
込
：	

各
施

設
の
窓
口
で
直
接
（
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
22‐６
０
６
１

22‐６
４
５
５

（
先
着
順
）

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

農
業
者
担
い
手
育
成
支
援

補
助
金
制
度

１
０
０
３
６
５
８

対
象
：
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①	

農
業
生
産
に
携
わ
る
農
業
者
が
３

名
以
上
で
計
画
し
た
研
修
事
業
を

行
う
方
②
農
業
の
後
継
者
育
成
事

業
に
つ
い
て
、
担
い
手
育
成
支
援

事
業
計
画
の
提
案
事
業
を
行
う
方

対
象
事
業
：
A
担
い
手
農
業
者
が

国
内
外
に
お
い
て
農
業
情
勢
を
視

察
研
修
し
、
見
識
を
高
め
る
事
業

B
農
業
者
が
行
う
担
い
手
育
成
支

援
事
業　
補
助
額
：
事
業
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
制
度１

０
０
３
６
５
３

対
象
：
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農

薬
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則

５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と

合
わ
せ
て
、
次
の
対
象
取
り
組
み

田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ

育
成
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
３
６
７
３

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
②
平
成
28
年
4
月
1
日
以

降
に
一
般
社
団
法
人
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会
が
認
定
す
る
「
野
菜
ソ
ム

リ
エ
（
中
級
）」
の
資
格
を
取
得

し
た
方
③
田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ

組
織
「
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
」
へ
加

入
ま
た
は
加
入
予
定
の
方　
交
付

条
件
：
補
助
金
の
交
付
年
度
以
降

に
お
い
て
２
年
間
、
田
原
市
産
野

菜
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
料
理
レ
シ
ピ
考

案
・
提
供
な
ど
（
年
５
回
以
上
）

／
活
動
報
告
書
を
各
年
３
月
31
日

ま
で
に
提
出　

補
助
額
：
上
限

８
万
６
０
０
０
円　
定
員
：
３
名

を
行
う
販
売
農
業
者
団
体
な
ど
①

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
な
ど
）

の
作
付
け
②
堆
肥
の
施
用
③
有
機

農
業　

申
込
：
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
農
政
課・営
農
支
援
課（
田

原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
に
て

そ
の
他
：
新
規
申
請
の
方
は
早
め

に
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

経
営
所
得
安
定
対
策
等

加
入
申
請
受
付
会１

０
０
３
６
５
７

対
象
：
経
営
所
得
安
定
対
策
の
対

象
と
な
る
作
物（
飼
料
用
米
な
ど
）

を
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産

す
る
販
売
農

家
の
方　

期
日
／
場
所
：

【
５
月
26
日

（
木
）】
渥
美

文
化
会
館　

小
会
議
室
Ａ

【
５
月
27
日

（
金
）】
赤
羽

根
市
民
セ
ン

タ
ー　

第
一

委
員
会
室

【
５
月
31
日
（
火
）】
田
原
市
役
所

大
会
議
室

時
間
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
３
時　
内
容
：
交
付
申
請
書
な

ど
申
請
に
必
要
な
書
類
の
受
付

（
印
鑑
、
交
付
金
振
込
口
座
の
分

か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

更
新
手
続
き 

１
０
０
３
６
７
４

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
地

域
農
業
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い

て
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど
を
経

て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。　

対
象
：
市
内
在
住
の
農
業
者
で
、

国
の
補
助
事
業
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
の
金
利
負
担
軽
減
措
置
、
青
年

就
農
給
付
金
［
経
営
開
始
型
］、

経
営
体
育
成
支
援
事
業
）
の
活
用

を
検
討
し
て
い
る
方　
内
容
：
簡

単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
、
今

後
5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
、
個

人
情
報
取
り
扱
い
の
同
意　
持
ち

物
：
印
鑑　
受
付
方
法
：
6
月
17

日
（
金
）
ま
で
に
窓
口
に
て

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▲ベジエール渥美の皆さん
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
給
付

１
０
０
３
６
５
４

対
象
：
平
成
27
年
度
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
（
た

だ
し
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
の

被
保
護
者
は
除
く
）
の
う
ち
昭
和

27
年
４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
）
※
対
象
者
に
は
申
請
書
を

発
送
済　
給
付
額
：
対
象
者
１
名

に
つ
き
３
万
円　
申
請
期
限
：
７

月
11
日
（
月
）

▼
地
域
福
祉
課

☎
22‐１
７
１
１

23‐３
５
４
５

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

１
０
０
３
６
８
２

日
時
：
６
月
１
日
（
水
）
午
後
1

時
～
４
時　
場
所
：
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

内
容
：
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
／
隣
近
所
の
も
め
ご

と
、
家
族
間
の
問
題
（
離
婚
や
扶

養
、
相
続
な
ど
）、
い
じ
め
、
セ

ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
受

付※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た

は
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
受
け
た
人　

届
出
時
期
：
土
地
売
買
契
約
後
2

週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
田
原
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ

る
利
用
と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開
発

行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
定

め
て
い
ま
す
。
市
内
で
開

※

発
行
為

を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

市
と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
：
開
発
区
域
面
積
が
３
０
０
０

㎡
以
上
１
万
㎡
未
満
の
開
発
行
為

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す１

０
０
１
５
０
４

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
う
場
合
に
は
、
面
積
な
ど
に
応

じ
て
契
約
前
ま
た
は
契
約
後
に
届

出
が
必
要
で
す
。
ど
ち
ら
の
届
出

も
、
ま
と
ま
っ
た
一
体
的
な
土
地

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
出

対
象
：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
人　
届
出
時
期
：
土
地
売
買
契

約
を
行
う
前
（
一
定
期
間
契
約
行

為
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
出

対
象
：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

（
１
万
㎡
以
上
の
場
合
は
、「
愛
知

県
土
地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導

要
綱
」
の
対
象
）

※
【
開
発
行
為
】
住
宅
用
地
、
工
場

用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
な
ど
の
造
成
、

土
石
の
採
取
、
鉱
物
の
採
掘
、
水
面

の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、
浚
渫
、

廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、
そ
の
ほ
か
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

地
区
計
画
区
域
内
で
の

行
為
な
ど
届
出

１
０
０
２
３
２
２

　
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態

様
を
備
え
た
良
好
な
居
住
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
道
路
、
公
園
な

ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形

態
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

地
区
計
画
を
、
以
下
の
地
域
で
指

定
し
て
い
ま
す
。

▪
指
定
地
域

◦
田
原
木
綿
畑

◦
田
原
片
西

◦
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

◦
臨
海
田
原
1
区

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地

◦
田
原
浦
片

◦
大
久
保
団
地

届
出
：
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

い
て
、
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
、
建
築
物
の
建
築
等
を
行
う
場

合
は
、
着
手
日
の
30
日
前
ま
で
に

届
出
が
必
要

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

認
知
症
介
護
者
の
集
い

１
０
０
３
５
９
０

対
象
：
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方　

日
時
：
５
月
12
日

（
木
）、
６
月
９
日
（
木
）
／
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
～
3
時　
場

所
：
田
原
福
寿
園　
内
容
：
座
談

会
、
介
護
者
の
健
康
づ
く
り
、
認

知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど　

講
師
：
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援

専
門
員
な
ど　
定
員
：
20
名
（
先

着
順
）　
参
加
料
：
無
料　
申
込
：

開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
田
原
福

寿
園
（
☎
27‐０
０
０
８
）
へ
電

話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課

☎
27‐７
９
８
０

23‐３
５
４
５
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県
立・市
立
特
別
支
援
学
校

説
明
会
お
よ
び
体
験
入
学  

申
込
：
直
接
、
各
学
校
へ
電
話
に

て
（
体
験
入
学
以
外
の
日
で
も
応

相
談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日：【
小
・
中
学
部
】（
体
験
入
学
）

６
月
24
日（
金
）、11
月
９
日（
水
）

【
高
等
部
】（
説
明
会
）
６
月
６
日

（
月
）　
対
象
：
手
足
の
不
自
由
な

お
子
さ
ん

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
野
依
町
）

☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

期
日
：【
小
学
部
】（
説
明
会
）
６

月
９
日
（
木
）（
体
験
入
学
）
７

月
21
日
（
木
）、
10
月
19
日
（
水
）

【
中
学
部
】（
説
明
会
）
６
月
15
日

（
水
）（
体
験
入
学
）７
月
22
日（
金
）

【
高
等
部
】

（
教
育
相

談
）
随
時

実
施
【
高

等
部
職
業

コ
ー
ス
】

（
説
明
会
）

６
月
１
日

７
月
12
日（
火
）、10
月
６
日（
木
）

対
象
：
＝
病
気
で
療
養
し
て
い
る

お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す 

　

平
成
19

年
６
月
か

ら
、
教
員

免
許
更
新

制
が
実
施

さ
れ
て
い

ま
す
。
教

壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る
方
は
、

生
年
月
日
に
応
じ
て
修
了
確
認
が

必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/0000023795.htm
l

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

対
象
：
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
も
し
く
は

１
度
・
２
度
の
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方　
内
容
：
通
常
郵
便
は
が

き
を
無
料
配
布
／
１
名
20
枚　
申

込
：
5
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
、

（
水
）（
体
験
入
学
）10
月
12
日（
水
）

　
対
象
：
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や

情
緒
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日
：【
高
等
部
】（
説
明
会
）
５

月
12
日
（
木
）、
５
月
18
日
（
水
）

対
象
：
知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ

る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日
：【
高
等
部
普
通
科
】（
説
明

会
）５
月
24
日（
火
）（
体
験
入
学
）

10
月
６
日（
木
）　
対
象
：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校

　
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日
：【
高
等
部
】（
説
明
会
）
６

月
16
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分　

対
象
：
聴
こ
え
や
こ
と

ば
に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校

　
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日：【
小
・
中
学
部
】（
体
験
入
学
）

お
近
く
の
郵
便
局
で
対
象
と
な
る

手
帳
を
提
示
、
ま
た
は
、
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・

番
号
・
等
級
を
記
入
の
う
え
郵
送

▼
日
本
郵
便
株
式
会
社　
田
原
郵

便
局
☎

22‐２
６
０
３

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

１
０
０
１
０
０
４

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の

施
設
で
す
。

◦
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接

続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

◦
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
３
月
17
日
、
平
成
28
年
福
江
小

学
校
区
（
福
江
・
保
美
・
向
山
）

厄
年
一
同
様
か
ら
田
原
市
立
福
江

小
学
校
の
教
育
環
境
向
上
の
た

め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
（
シ
ャ
ツ
３
枚
、
パ

ン
ツ
30
枚
、
ゼ
ッ
ケ
ン
９
枚
）、

音
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
（
上
衣
７
枚
、
短
パ
ン
３
枚
）。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
３
月
18
日
、
大
谷
美
一
様
（
千

葉
県
）
か
ら
、
金
５
万
円
。
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  住所変更をする際は
　　　　　　「通知カード」「マイナンバーカード」の住所変更もお忘れなく！

 

※マイナンバーカードは、下記に該当した場合は失効しますのでご注意ください。
◦転入した日から１４日以内に転入手続きができなかった場合
◦転出届の転出予定日から３０日以内に転入手続きができなかった場合
◦転入手続き後、９０日以内にカードの継続利用処理ができなかった場合
◦転入後、継続利用処理をしないまま他市へ転出した場合
※マイナンバーカードに格納されている「署名用電子証明書」は、住所・氏名に変更があった場合は失効します（利用者用電子証明書
は有効です）。

▶市民課☎23-3511 23-4270 

マイナンバー

♠市内で転居、市外から転入された方
【通知カード】裏面に新しい住所を記載しますので、カードを窓口へお持ちください。
【マイナンバーカード（個人番号カード）】表面に新しい住所を記載して、カード内の情報を更新しますので、カー
ドを窓口へお持ちください。

♠市外へ転出される方
【通知カード】転入手続きの際、転入市区町村の窓口で提示してください。
【マイナンバーカード（個人番号カード）】転入手続きの際、転入市区町村の窓口で提
示し、引続きカードの利用を希望される場合は継続利用処理を申請してください。
また、署名用電子証明書の発行を希望される場合は別途申請してください。

1002071

便利な土曜日の時間外窓口をご利用く
ださい。また、電話予約による証明書の
時間外交付は下記をご覧ください。

▼ 市民課 ☎23-3511

▼ 税務課 ☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課 ☎33-1112

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届出受領

市役所時間外窓口を開設しています
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階）

◦お問い合わせ◦

◉電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ前日または当日）に下記時間帯に電話で予約すること
により、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ること
ができます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、評価証
明書、公課証明書、所有証明書、家屋課税証明書、無資産証明書、名寄
帳

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番
号をお聞きします）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、
評価証明書、公課証明書、所有証明書、無資産証明書、名寄帳

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）、渥美文化会館事務室
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館事務室は土・日曜日、祝日のみ
交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード［個
人番号カード］、住基カード［写真付き］など）

◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料

1000770
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象者：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越し下さい）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜9：30～）・泉市民館（毎週金曜9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

アイデア工作 5月17日（火）～22日（日） 廃材を使って自由に作ってみよう 小学生以上

おはなしポケット 5月20日（金）
10：30〜 職員による読み聞かせです 幼児と保護者

工作 5月24日（火）～29日（日） 紙皿に洗濯バサミをつけて飛ばそう 小学生以上

はらぺこMommys 5月25日（水）
10：30〜 英語の絵本の読み聞かせ 幼児と保護者

親子リトミック 5月27日（金）
10：30〜 リズムに合わせて親子で遊ぼう 幼児と保護者

イベント名 と　き ところ 講　師 内　容

楽しく食べて丈夫な体
を作ろう!

5月25日（水）
10：30〜11：00

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23‐0987

管理栄養士
「おいしいね」と楽し
く食べるための楽し
い話

だれにでもあるよ、イ
ヤイヤ期

5月16日（月）
11：00〜11：15 なのはなルーム

（伊良湖岬保育園内）
☎38‐0760

臨床心理士 “こどもの心と発達
の理解”に関する話

初めての歯磨き 5月25日（水）
10：45〜11：10 歯科衛生士 「歯磨き」への上手な

アプローチについて

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象者：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【5月のお休み】5月2日（月）、9日（月）、１6日（月）、２3日（月）、30日（月）
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のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

イベント名 と　き ところ 対　象

こどもブックフェスタ
連続おはなし会

5月7日（土）
14：00～

中央図書館☎23-4946
おはなしのへや

幼児～小学生

ぴよぴよおはなし会 5月11日（水）、6月8日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや

乳幼児

こりすの部屋 5月17日（火）、6月14日（火）
10：30～

中央図書館
おはなしのへや

乳幼児

はらぺこMommys
おはなし会

5月18日（水）、6月15日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや

乳幼児

おはなしの部屋 6月4日（土）
15：00～

中央図書館
おはなしのへや

乳児～小学生

おはなし会 5月7日（土）、15日（日）、6月
4日（土）10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ

乳児～小学生

こどもブックフェスタ
特別おはなし会 5月7日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー

乳児～小学生

おはなし会
5月14日（土）、6月4日（土）、
11日（土）14:00～
5月28日（土）10：30～

渥美図書館
おはなしコーナー

乳児～小学生

タイトル 対　象 申し込み その他

夏休み児童クラ
ブ・放課後子ども
教室の参加者募集

市内の小学校に通う１年
生～６年生までの児童（児
童クラブは保護者が就労
などの理由で昼間家庭に
いない児童）

６月３日（金）までに、生涯
学習課およびクラブ・教室
で配布する申込書類に必
要事項を記入のうえ生涯
学習課または渥美支所市
民生活課へ直接提出

①定員を超えた場合は、学年の低い順ま
たは保護の困難性の高い順に参加を認
めます。場合によっては、待機となるこ
とがあります。
②詳しくは、５月上旬に小学校を通して
配布する応募要項をご覧ください。
▶生涯学習課☎23-3635

　図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか？

▲新はぐみんカード

　はぐみんカードは愛知県内にお住まいの１８歳未満のお子さんとその保護者、妊娠中の方に発行
しているカードです。協賛店でカードを提示すると、協賛店独自に設定し
ている商品の割引やサービスなど、さまざまな特典が受けられます。
●カード紛失時や不明な点などがありましたら、田原市役所子育て　　　　
支援課までお問い合わせください。
●全国共通ロゴマークのない旧デザインのはぐみんカードも引き続き有
効期限まで全国の協賛店でご利用いただけます。

▶子育て支援課☎23‐3513　

「はぐみんカード」が全国４１道府県の協賛店で使えます！　　　　 1001079

全国共通ロゴマーク
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

行
い
ま
す
。希
望
者
に
は
、各
教
室
で
フ
ッ

化
物
洗
口
液
を
配
ら
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
１
分
間
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
し
て
吐
き

出
し
ま
す
。
口
の
中
に
残
る
フ
ッ
素
は
、

濃
い
目
の
お
茶
１
～
２
杯
分
く
ら
い
の
濃

度
で
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
液
は
、
歯
科
医

師
の
指
示
で
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
田
原
市
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

　

健
康
課
は
、

保
健
所
や
田
原

市
歯
科
医
師
会

と
協
力
し
て
園

や
学
校
へ
フ
ッ

化
物
洗
口
の
安

全
性
や
効
果
、
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る

な
ど
の
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
市
内
の
全
保
育
園
、
全
小

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
の
効
果
を
検
証
し

た
と
こ
ろ
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
む

し
歯
予
防
効
果
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
の
歯
の
健
康
意
識
も
高
く
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

小
学
校
・
保
育
園
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
田
原
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯

を
予
防
す
る
た
め
に
、
保
育
園
や
こ
ど
も

園
、
小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
開
始
前
に
は
、
保
護
者
へ
希
望
調
査
を

▪
田
原
市
の
む
し
歯
が
あ
る
子
の
状
況　

　
大
人
の
歯
（
永
久
歯
）
に
む
し
歯
が
あ

る
子
は
、
こ
の
10
年
間
で
少
し
ず
つ
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
フ
ッ
化
物

洗
口
実
施
施
設
の
増
加
も
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
歯
（
乳
歯
）
に
む

し
歯
が
あ
る
子
の
人
数
は
、
県
内
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。　
　

　
む
し
歯
の
予
防
は
、
フ
ッ
化
物
の
利
用

だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
歯
み
が
き
や
砂

糖
を
含
む
お
や
つ
の
と
り
方
を
合
わ
せ
て

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

■小学3年生と中学1年生のむし歯がある人の推移

（年）
0

10

20

30

40

50

60

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

地域歯科保健業務状況報告（％）
55.0％ 53.1％

45.8％
49.1％

39.8％
35.9％ 35.6％

33.1％

19.4％17.0％ 19.4％
21.6％

18.7％
15.7％

18.2％ 19.0％

10.2％
7.4％ 6.3％

9.1％
5.4％

9.1％

小学3年生（永久歯のむし歯が増加するピークを越える時期）
中学1年生（永久歯がほとんど生えそろう時期）

Ｈ17年から
半分以下に減少

Ｈ17年から
約半分に減少

❶イスに浅く座り、両足を肩幅以上に大きく開く。
❷①の状態から、両腕を正面に伸ばしていき、手首を内側にひねって

手のひらを合わせる。
❸②の状態から、息を吐きながら上体を前に倒し、首から背中を伸ばす。
   ※①～③を数セット繰り返す。

背中の筋肉を伸ばすことで肩回りの柔軟性がア
ップし、首・背中・肩のこりの改善につながります！
肩こりなどほぐして姿勢を良くしましょう！

●❶ ●❷ ●❸

スポーツ課☎２３-3531

92

◦飲み込まないように下を見てうがいをする児童
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

▼
対
象
者

　

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
過

　

去
に
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

▼
助
成
内
容

　

禁
煙
治
療
に
か
か
る
医
療
費
お
よ
び
薬

　

剤
費
の
本
人
負
担
額
の
２
分
の
１
（
上

　

限
１
万
円
）

▼
手
続
き

　

①
健
康
課
に
て
申
込
書
を
提
出

　

②
禁
煙
外
来
治
療
を
開
始
（
12
週
で
５

　
　

回
受
診
）

　

③
治
療
終
了
後
、
治
療
に
要
し
た
費
用

　
　

を
市
に
請
求

禁
煙
外
来
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

▪
お
医
者
さ
ん
と
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ニ
コ

チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性
に
よ
る
も
の
で

す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
は
、
治
療
が
必
要

な
病
気
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
外
来
治
療
を
受
け
た
場
合
、
禁
煙

成
功
の
可
能
性
が
２
～
３
倍
ア
ッ
プ
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
成
功
の
た
め

に
、
お
医
者
さ
ん
と
禁
煙
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

▪
禁
煙
外
来
治
療
費
を
一
部
助
成

　
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
禁
煙
外
来
治

療
が
で
き
る
市
内
の
医
療
機
関
（
ふ
れ
あ

い
ば
し
診
療
所
、
藤
岡
医
院
）
で
治
療
を

終
了
さ
れ
た
方
に
、
治
療
に
か
か
っ
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催　

　
田
原
市
歯
科
医
師
会
の
先
生
方
が
中
心

と
な
っ
て
６
月
の「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時
【
場
所
】
田
原
文
化
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
【
内
容
】
歯
科
健
診
、
フ
ッ
化

物
塗
布
、
歯
並
び
や
歯
周
病
・
義
歯
な
ど

の
相
談
、
入
れ
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
小

中
学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど

【
参
加
費
】
無
料
【
申
込
】
不
要

禁
煙
治
療
に
保
険
が
適
用
さ
れ
る
条
件

①
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
を
診
断
す
る
テ
ス

ト
で
５
点
以
上
の
方

②
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数（
１
日
の
禁
煙
本

数
×
喫
煙
年
数
）が
２
０
０
以
上
の
方

※
34
歳
以
下
の
場
合
は
、指
数
が
達
し

て
い
な
く
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
１
カ
月
以
内
に
禁
煙
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方

④
治
療
を
受

け
る
こ
と

を
文
書
に

よ
り
同
意

し
て
い
る

方

お
詫
び
と
訂
正

　
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー（
５
月
）に
掲
載
さ
れ

て
い
る「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン（
中
山
・
亀
山
・
伊

良
湖
岬
小
学
校
区

／
あ
つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド
）」の
日
程

を
変
更
し
ま
す
。

お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

５
月
17
日
（
火
）
→
５
月
16
日
（
月
）

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

1000697

月　日 当直医 電話番号

5月  3日（火・祝）
川瀬医院 ☎35‐1511
まち眼科 ☎22‐2710
藤井歯科医院 ☎45‐2123

5月  4日（水・祝） 國見医院 ☎22‐0756
金田歯科医院 ☎24‐1800

5月  5日（木・祝） 菜の花内科クリニック ☎22‐7777
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

5月  8日（日） 河合医院 ☎22‐6133
山内歯科医院 ☎23‐1525

5月15日（日）
かわせ小児科 ☎22‐1230
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
田原歯科クリニック ☎23‐1626

月　日 当直医 電話番号

5月22日（日） 昭和医院 ☎32‐3749
青木歯科クリニック ☎33‐1139

5月29日（日） 北山クリニック ☎23‐3946
仲谷歯科 ☎23‐2327

6月  5日（日） 朽名医院 ☎33‐0162
小原歯科 ☎25‐1139

6月12日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

◦昨年度のフェスティバルの様子
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【
注
意
事
項
】

◦
弁
当
の
配
達
は
午
前
10
時
～
正
午
の
間
で
行

い
ま
す
。
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
配
達
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
】

高
齢
福
祉
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
で
、
日
常
生
活
に
関
す
る
支
援
（
生

活
必
需
品
の
買
い
物
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
）

が
必
要
な
方

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
も
対
象

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

週
に
１
回
（
原
則
１
時
間
未
満
）
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
日
常
生
活
に
関
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

【
決
定
ま
で
の
流
れ
】

申
請
後
に
職
員
が
訪
問
し
、
生
活
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
親
族
の
支
援
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

「
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
配
食
サ
ー
ビ
ス

【
対
象
】

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
で
、
病
気
ま
た
は
そ
の
他
の
事
情
に

よ
り
自
分
で
調
理
が
困
難
な
方

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
も
対
象

【
内
容
】

毎
週
月
～
金
曜
日
の
間
で
、
希
望
日
の
昼
食

弁
当
を
お
届
け
し
ま
す
。
弁
当
は
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
献
立
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
決
定
ま
で
の
流
れ
】

申
請
後
に
職
員
が
訪
問
し
、
生
活
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
、
親
族
の
支
援
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。

【
利
用
料
】

弁
当
代
は
１
食
４
０
０
円
ま
た
は
５
２
０
円

で
す
。（
配
達
日
に
よ
り
異
な
る
）
配
達
は
無

料
で
す
。

【
注
意
事
項
】

生
活
必
需
品
以
外
の
買
い
物
は
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
外
で
す
。

【
手
数
料
】

１
回
あ
た
り
２
９
８
円
で
す
。
支
払
い
は
毎

月
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
金

融
機
関
に
て
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※
口
座
引
き
落
と
し
は
不
可

【
申
込
】

高
齢
福
祉
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
事
や
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
４
６
５
４

23
‐
３
５
４
５

１
０
０
３
７
０
７
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

～5/5木・
戦没者追悼式
市民協働まちづくり事業補助金公開プレゼンテーション

5/6金～5/19木
リユース傘の貸し出し
健康マイレージをご紹介

5/20金～6/2木
市民緑花まつり
鎧を着てみよう

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
1001689
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カスミソウ
（花／出荷時期：10月～6月）

花束やアレンジメントには欠
かせない花で、県内１位の生
産量、約１５０万本出荷され
ています。

花ことば

清らかな心

ハイビスカス
（鉢花／出荷時期：4月～6月）

南国をイメージさせる花で
県内１位の生産量、約４８万
鉢生産されています。

花ことば

常に新しい美

農政課  ☎23-3517

花 鉢

2

今月の 5月の

▪
松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の
薬
剤
空
中
散
布

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
を

守
る
貴
重
な
松
林
を
松

く
い
虫
被
害
か
ら
守
る

た
め
薬
剤
散
布
を
実
施

し
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
実
施
予
定

【
場
所
】
田
原
市
中
山
町

ほ
か
（
伊
勢
湾
側
の
保

安
林
）【
面
積
】
１
６
０

ha
【
実
施
予
定
日
】
5
月
23
日（
月
） 【
時
間
】
午
前

５
時
～
10
時
ご
ろ
※
雨
天
、
強
風
な
ど
の
場
合
は
延

期
。【
実
施
主
体
】
愛
知
県
【
散
布
す
る
薬
剤
】
種

類
＝
Ｍ
Ｅ
Ｐ
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
剤
（
有
機
リ
ン
系
殺
虫

剤
）
／
薬
剤
の
名
称
＝
ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
／
有
効
成
分

＝
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ

ン
23
・
５
％
【
そ

の
他
】
薬
剤
を
水

で
５
倍
に
薄
め
た

も
の
を
１
ha
あ
た

り
60
Ｌ
散
布
。
／

こ
の
薬
剤
は
農
薬

取
締
法
に
基
づ
き

登
録
さ
れ
て
い
る

農
薬
で
、
定
め
ら

れ
て
い
る
使
用
基
準
に
従
い
散
布
。

▼
愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

☎（
０
５
３
２
）35-

６
１
７
６

▪
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー　

１
０
０
３
６
９
２

　
～
花
の
ま
ち
田
原
市
か
ら
の
お
祝
い
～

　
田
原
市
で
は
、「
日
本
一
の
花
の
生
産
地
」か
ら
「
日

本
一
花
を
贈
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
、
市
内
で
ご
結
婚

さ
れ
た
ご
夫
妻
に
結
婚
の
お
祝
い
と
し
て
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
お
祝
い
は
、
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
、
鉢
物
に
加
え

て
、
季
節
の
鉢
花
も
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

婚
姻
届
を
提
出
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
も
身
近
に
花
が
あ
る
こ
と
で
、
ご
家
庭
に
彩

り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
対
象
】
田
原
市
に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
、
市
内
に

住
む
予
定
の
ご
夫
妻

【
品
目
】
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
／
鉢
物
／
鉢
花
［
ア

ジ
サ
イ（
４
・
５
月
）・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス（
６
・
７
月
）・

ア
ン
ス
リ
ウ
ム（
８
・
９
月
）・
シ
ク
ラ
メ
ン（
10
～

12
月
）・
ベ
ゴ
ニ
ア（
１
～
３
月
）］

散布区域

太  平  洋

▲空中散布の様子
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［田原市調べ］

小さなことでも水質に影響が出ます。水をきれいに保つよう心がけましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H26 5月 8月 11月 H27 2月 5月 8月 11月 H28 2月

［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ

H26年度 12月 1,570.02

H27年度 12月 1,593.32

H26年度 1月
H27年度 1月

H26年度 2月
H27年度 2月

1,250.37

1,310.35

1,388.70

1,364.50環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

　今年も、夏の暑い日がすぐそこまで来ていま
す。夏の暑い日を皆さんはどのようにしのぎます
か。エアコンをつける？扇風機をつける？エアコ
ンをつけると部屋の中は涼しくなりますが、その
代わりに、室外機からは熱が放出され、街全体が
暑くなってしまい
ます。
　また、エアコン
はエネルギーもた
くさん使うため、
二酸化炭素などの
温室効果ガスの排
出量が増え、地球温暖化の原因にもなっています。
　そこで注目されるのが「緑のカーテン」です。
緑のカーテンは窓際に設置すると、夏の強い日差
しをさえぎり、涼しい風を部屋の中に呼び込んで
くれます。また、壁面緑化の効果で建物自体の温
度上昇を抑制してくれます。こうして涼しくなっ
た分は、エアコンの使用時間を減らせば、家計に
も地球にもやさしくできます。
　みんなで緑のカーテンを作って、地球にやさし
く快適な夏をすごしましょう。
◉ゴーヤの種を無料配布します　 1003694
　緑のカーテンを設置したい方に、無料でゴーヤ

の種を配布します。詳細は右記のとおりです。
【対象】「たはらエコチャレンジ宣言」に登録され
ている方で、市内の住宅や事業所に緑のカーテン
を設置される方（※たはらエコチャレンジ宣言の
登録は、環境政策課にて随時受け付けています）

【配布数】100 袋（先着順）
【配布期間】5 月 2 日（月）～ 5 月 31 日（火）の平
日業務時間内

【配布場所】環境政策課（南庁舎 2 階）
▶環境政策課☎ 23-3541

夏に向けて「緑のカーテン」を作ろう

▲衣笠市民館の緑のカーテン
～いいね！三河湾～美

う つ く し い
SEA フォトコンテ

スト作品募集のお知らせ
【応募対象】三河湾および三河湾沿岸で、自然風
景や海と人とのふれあいの風景を題材にした作品

【応募規格】白黒・カラー可、四ツ切・四ツ切ワイド・
A4 可、複数応募可

【応募期間】6 月 30 日（木）必着
【応募方法】作品裏面に画題、撮影日時・場所、
応募者住所・氏名・E メールアドレス・電話番号
を記載し、応募先に提出

【応募先】豊かな海“三河湾”環境再生推進協議
会事務局（〒 440-8501 住所不要）
☎（0532）51-2390　

http://www.mikawa-wan.jp/
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
5月▶2日月、9日月、13日金、16日月、
　　  23日月、30日月
6月▶6日月、10日金、13日月、20日月、
　　  27日月

【特別整理期間】ホットニュースをご覧ください

◎期間限定で本・雑誌・紙芝居を無制限に
借りられます！　
　5月24日～6月3日の特別整理期間の休館に伴い、通
常10点までの図書類の貸出点数を無制限にします。
　また、貸出期間も延長となります。

▼実施館＝中央・赤羽根・渥美図書館

▼実施期間＝５月３日火～６月３日金

▼対象資料＝本・雑誌・紙芝居

▼貸出期間＝４週間

▼対象＝個人利用者

◎特別整理期間ってなに？
　毎年、５月末から６月上旬にかけて「特別整理期間」
という休館日を設けています。特別整理期間中は、主
に「蔵書点検」を行います。蔵書点検とは、貸出中を除
いたすべての資料のバーコードを読み込んで、行方不
明になっている資料がないか調べる、棚卸しです。
　また、資料の配置の変更など休館中にしかできない
さまざまな作業も行います。全館同時に休館すること
はありませんので、各館の休館中には、他の館をご利
用いただけます。期間中も返却ポストに資料を返すこ
とは可能です。

▼期間＝【中央図書館】5月24日火～5月27日金
　　　　【赤羽根図書館】5月31日火・6月1日水
　　　　【渥美図書館】6月1日水～6月3日金
※詳しくは、チラシまたはＨＰをご覧ください。

▼中央図書館☎23‐4946
　

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．藍建ての方法を知りたい
◎調べるキーワード

「 藍染め 」「 染色 」「 技法 」
A．キーワードで調べると、芸術工芸の棚に染織
工芸の見出しが
あります。そこか
ら藍染めの資料
を見ていきます。
藍建てとは水に
溶けない藍玉を
アルカリ溶液を
使って染色できる状態にすることをいいます。複
数の資料を比較してみると、藍建ての方法には天
然染料を使った方法と化学染料を使った方法があ
ることがわかりました。
◎調べた本

『染色の技法』　田中清香／著理工学社　753.8/
ﾀ  『藍染めは誰でもできる』　高田豊輝／著文芸
社　753.8/ﾀ  『日本の藍』　日本藍染文化協会／
編　日本放送出版協会　753.8/ﾆ 『植物染めの
サイエンス』　増井幸夫・神崎夏子／共著　裳華
房　753.8/ﾏ

●中央図書館
　一　般▶5月14日土～6月9日木　「サミット」
　子ども▶～5月22日日　「あなたにも読んでほしい！
                                                  　　世界の児童文学」
●赤羽根図書館
　一　般▶5月14日土～6月9日木　「鳥」
　子ども▶5月14日土～6月9日木　「絵本でせかいりょこう」

●渥美図書館
　一　般▶5月14日土～6月9日木　「夢」
　子ども▶5月14日土～6月9日木　「そらにうかぶもの」

『今日も一日きみを見てた』
角田光代 / 著　角川書店　914.6/ ｶｸ

マンガ家の西原さんの家から角田家に
やってきた一匹の子猫トト。角田さん
から見たトトちゃんの可愛さにメロメロ
です。

『あしをなくしたウミガメ悠ちゃ
ん』
中谷詩子 / 文　学研プラス　487/ ﾅ

前あしをなくしたアカウミガメの悠ちゃ
んを救いたい ！ 悠ちゃんに人工ヒレを
作るプロジェクトが始まります。
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其の
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　　　（博物館）    ２２-2028

吉
祥
山
泉
福
寺
（
そ
の
１
）

　
吉
き
っ
し
ょ
う
ざ
ん

祥
山
泉せ
ん
ぷ
く
じ

福
寺
は
、
天
台
宗
の
古こ
さ
つ刹
で
、

市
役
所
渥
美
支
所
か
ら
東
南
へ
約
３
㎞
、

山
田
町
谷
太
郎
地
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

本
山
は
、
長
く
最さ
い
ち
ょ
う澄が
開
い
た
名め
い
さ
つ刹
比
叡

山
延
暦
寺
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
徳

川
家
の
菩ぼ
だ
い
じ

提
寺
で
も
あ
っ
た
東
京
上
野
の

東と
う
え
い
ざ
ん

叡
山
寛か
ん
え
い
じ

永
寺
と
な
り
、
歴
代
の
住
職
は
、

延え
ん
り
ゃ
く
じ

暦
寺
や
寛
永
寺
の
住
職
が
兼
務
し
て
い

ま
し
た
。

　
お
寺
は
、
渥
美
半
島
内
で
は
珍
し
く
標

高
１
５
０ｍ
の
深し
ん
ざ
ん
ゆ
う
こ
く

山
幽
谷
の
山
中
に
あ
り
ま

す
。
旧
本
堂
背
後
（
現
在
は
北
面
）
に
は
、

巨
大
な
岩
壁
を
背
負
い
、
脇
に
は
湧
水
を

備
え
た
立
地
環
境
で
、
旧
本
堂
の
左
に
薬

師
堂
、
回
廊
に
続
い
て
庫く

り裡
、
右
に
鐘
し
ょ
う
ろ
う楼

と
白は
く
さ
ん
く
く
り
ひ
め
し
ゃ

山
菊
理
媛
社
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
１
月
19
日
、
庫

裡
か
ら
出
火
し
た
火
は
瞬
く
間
に
回
廊
・

薬
師
堂
・
本
堂
へ
と
燃
え
移
り
、
秘
仏
で

あ
っ
た
三
尊
像
（
平
安
時
代
中
・
後
期
）
を

は
じ
め
、
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
焼
失

し
ま
し
た
。
前
立
観
音
（
現
在
の
本
尊
：

十一面
観
世
音
菩
薩
立
像
、
鎌
倉
末
期
～
室
町

時
代
／
市
指
定
文
化
財
）
や
不
動
明
王
、
昭

和
33
年
に
開
帳
さ
れ
て
い
た
東
海
七
福
神

（
大
黒
天
像
）
や
鐘
楼
な
ど
、
わ
ず
か
な
も

の
が
焼
け
残
り
ま
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
、

昭
和
47
年
に
研
修
会
館
、
鐘
楼
の
釣
鐘
と

と
も
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
建
設

に
際
し
て
は
、
ふ
も
と
か
ら
境
内
ま
で
通

じ
る
道
路
が
開
か
れ
る
な
ど
、
総
工
費
約

１
億
１
５
０
０
万
円
と
い
う
大
事
業
で
し

た
。

■
泉
福
寺
の
創
建

　

寺
伝
（
渥
美
十
左
衛
門
古
文
書
）
に
よ
る

と
、
渥
美
氏
の
先
祖
渥
美
源
五
郎
重
国
が

開か
い
き基
と
な
り
、
東
大
寺
大
仏
殿
建
立
の
た

め
に
諸
国
を
勧
進
中
の
僧
行ぎ
ょ
う
き基
を
迎
え
て
、

天
平
15
年
（
７
４
３
）
年
に
創
建
。
重
国
の

娘
の
菊
本
が
光
明
皇
后
の
と
り
な
し
に
よ
っ

て
観
音
尼
と
な
っ
て
観
音
山
、
今
の
泉
福

寺
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
裏
づ
け
る
遺
物
と
し
て
は
、
市
内
大
草

町
の
大
泉
寺
に
中
国
六
朝
時
代
の
「
金
銅

誕
生
仏
（
閻え

ん
ぶ
だ
こ
ん

浮
檀
金
）」（
現
在
は
所
在
不
明
）

が
重
国
の
親
と
称
す
る
渥
美
白
水
か
ら
伝

え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

重
国
の
建
て
た
泉
福
寺
に
は
、
二
つ
の
わ
か

れ
寺
が
あ
り
、
一
つ
は
山
田
町
、
も
う
一

つ
は
大
草
町
に
あ
って
両
寺
と
も
大
泉
寺
と

称
し
ま
し
た
。

　

泉
福
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

謎
が
多
く
確
か
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

泉
福
寺
が
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
天
平
15

年
、
奈
良
時
代
の
仏
教
寺
院
は
、
奈
良

東
大
寺
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
お
お
む
ね

平
坦
な
土
地
に
伽が
ら
ん藍
形
式
で
造
ら
れ
て
お

り
、
泉
福

寺
の
よ
う
な

山
岳
に
造

寺
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
後

の
平
安
時
代

の
あ
り
方
で

す
。
し
か
し

な
が
ら
、
渥

美
氏
の
祖
先

が
海あ

ま

べ
人
部
・

阿あ
ず
み曇
氏
の
子

孫
で
あ
っ
た

り
、
渡
来

人
の
子
孫
で

あ
っ
た
り
す

る
こ
と
も
否

定
で
き
ず
、
渥
美
氏
の
祖
先
が
氏
族
と
し

て
山
寺
を
も
って
い
て
、
そ
れ
が
平
安
時
代

に
天
台
宗
泉
福
寺
と
な
っ
た
前
身
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

泉
福
寺
が
い
つ
ご
ろ
建
て
ら
れ
た
か
は
、

さ
て
お
き
、
渥
美
半
島
内
（
田
原
市
内
）
で

も
歴
史
の
古
い
寺
院
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
そ
の
泉
福
寺
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代

に
大
変
な
隆
盛
を
極
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、そ
の
お
話
は
次
回（
其そ

の
１
７
２
号
）

に
続
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
天
野
）

 ●泉福寺旧本堂（鐘楼方面から本堂を望む）／御厨野文庫蔵

 ●泉福寺旧伽藍図／御厨野文庫蔵
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筆の入れ方、はらい方に
気を付け、バランスのよ
い字が書けました。力強
さを感じます。

評 評

評評

文字の中心や、画の接し
方、間隔などを意識して
練習に取り組んだ成果
が表れています。

毎日少しずつ頑張って、根気よく最後ま
で編むことができましたね。

習字 習字
亀山小学校5年

伊藤葉祐くん

※4月に二人とも新一年生になりました。

 
福江保育園

小川遼昌くん（6歳）

難しかったけど、編むのが
楽しかったよ。

組むのが難しかったけど、
頑張って作ったよ。

福江保育園

吉田泰志くん（6歳）

 く　　　　　　　 むずか　

がん  ば           つく

むずか　　　　　　　　　　　　　　  あ

亀山小学校4年

田中羽流さん
よう　 すけは　　 る

 はる　  またい　　し

牧野裕美
先生

あ
いろいろな色を組んで丁寧に作れまし
た。泰志くんの夢が叶いそうですね。

たい  し　　　　　　　ゆめ　　 かな

いろ　　  く　　　　　 てい ねい　　  つく まい にち すこ　　　　　　 がん  ば　　　　　　こん  き 　　　　 さい  ご

白井
千尋
先生

たの

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ

ン
競
技
が
田
原
市
で
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
、こ
の
大
き
な
波
。

地
域
、市
民
、サ
ー
フ
ァ
ー
、行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
現

実
の
も
の
に
！（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】サ
ー
フ
ィ
ン（
赤
羽
根
西
海
岸
）

本誌は再生紙を使用しています。

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.808  平

成
28年

5月
号

●人口と世帯数（平成28年4月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 52人 死亡 62人

転入 305人 転出 410人

増減 -115人

総人口 63,853人

男性 32,260人

女性 31,593人

世帯数 22,068世帯

※増減は3月中です

今月　納税・使用料の

固定資産税・都市計画税
（前期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

5月31日火　納期限

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）50,700千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

97.8%

平成28年4月22日現在  ［水資源機構調べ］
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